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昭和61年 度 に実施 した文化財室の発掘調査 は、範囲確認調査、立会調査 も含

めて、約 150件 にな りま した。文化財保護法 57条 の 2に よる届出件数 は、引 き

続 き500件 を数えま した。

その うち大規模な発掘調査 は、 lMl八 尾市文化財調査研究会 に指示 し、調査を

行 いま したが、小規模な発掘調査や立会調査 は、八尾市教育委員会文化財室が

担当 しま した。

また、生駒山地西側の恩智遺跡での範囲確認調査では、鹿の下顎 に歯 が付着

した ものや猪の骨、土器類が出上 し、縄文時代晩期にあたる2500年 前の先人の

遺物が多数出土 しま した。

この報告書 は、 この 1年 間に取扱 った発掘調査の概要ですが、先 にその例 を

紹介 しま したように、貴重な文化遺産の資料収集がで き、後世 に伝え る成果の

あ った年だ と自負 してお ります。

本市 は市域の 6割 が、埋蔵文化財包蔵地 とな ってお りますが、それ らの地域

での調査には、多 くの市民の方 々や関係者の ご協力があ りま した。 この報告書

を作成す るにあた り、改めて厚 くお礼を申 しあげるものです。

八 尾 市 教 育 委 員 会

教育長  西 崎

きし

宏
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1.本書は、八尾市教育委員会が昭和61年度国庫補助事業として実施した恩智遺跡の発掘調査

報告書である。

2.発掘調査は八尾市教育委員会文化財室嶋村友子を担当者として昭和61年 7月 21日 に着手 し、

昭和61年 9月 15日 に終了した。

3.本調査に際し、石田敬司・岩見貴美子・大崎雪子・ 岡田清―・桂和美・杉本賀津子・杉本

尚子・高橋康史・土田雅巳・都築聡子・堤真也 。富田芳久 。鳥井一志・ 中野龍介 。中村哲士

・林賢吾・藤田徹・藤田義成・益本浩・森本啓二朗・八元聡志・吉永勉 。大阪府教育委員会

・財団法人八尾市文化財調査研究会・早稲田大学所沢文化財調査室のが加、協力を得た。

4.土器の実測・ トレースは嶋村友子・杉本尚子、石器の実測は川本素行 (早稲田大学所沢文

化財調査室)・ 加藤勝仁・加瀬達人・ 中沢道彦・野崎哲令 。田村充 。小山英樹・小林千浪・

関本淳子・長谷川祐紀 (以上早稲田大学学生)、 石器の トレースは川本素行が行った。

5。 本書の執筆は第 1章、第 2章、第 3章(lX21 1.3.、 第 4章を嶋村友子、第 3章 (か 2を川本素

行が行った。また、石材の鑑定・土器の胎上分析を八尾市立刑部小学校奥田尚氏に、獣骨の

鑑定を奈良国立文化財研究所松井章氏に依頼し、玉稿を寄せていただいた。編集は嶋村友子

が行った。

6.本調査にあたっては以下の諸氏の御教示を得た。記して感謝の意を表する。 (敬称略)

佐川正敏・玉田芳英 (奈良国立文化財研究所)、 粉川昭平 (大阪市立大学理学部)、 堀田啓

― (大阪府立泉尾高校)、 大野薫・佐久間貴士・福田英人・渡辺昌宏 (大阪府教育委員会)、

福岡澄男・ 山口誠治 (財団法人 大阪文化財センター)、 家根祥多 (京都大学)、 工藤利幸

(財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター)、 安井良三 (仮称八尾市立歴史民俗

資料館建設準備室)

7.出土遺物並びに記録図面は一括して八尾市教育委員会文化財室に保管してある。

口
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1.遺物実測図の表示は以下のとおりである。

器表の赤彩 ― E
2.遺物には土器、石器の別に通し番号をつけ、挿図 。図版の番号を一致させた。

3.遺物観察表における遺物の色調は小山正忠・竹林秀雄「新版標準土色帳」(1976)に従って

記述した。また、砂粒の大きさは0.5 1nln未満を小、 0.5m■以上 2 Hlln未満を中、 2 1nlll以上を大

として記述した。

4.本書で用いた方位は座標北を指す。

5,本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海面である。
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第 は じ め に

恩智遺跡は生駒山地の扇状地に位置し、八尾市の東南部恩智中町を中心に広がる遺跡である。

この付近には古いたたずまいを残す民家が密集しており、古くから集落が形成されたことがう

かがわれる。東高野街道を西側に見おろす高台には中世に恩智の豪族恩智左近満―によって恩

智城が築かれ、現在でも二の丸に当たると言われるところが残っている。また、地元の方のお

話では現在見られる恩智の集落のなかでも東側の東高野街道沿いが最も古く、大工時代末に近

鉄恩智駅が旧集落の西方に作られてから、「天王の杜」付近まで集落が広がったとのことであ

る。

生駒山地は南北に連なる山地であるが、その西麓の恩智付近には背後に大きな谷が存在して

いる。そのため、その西方には大きな扇状地が形成されており、この付近の等高線は大きく西

側にはりだしている。おそらく、このような安定した地形環境が居住に適し、古くから集落形

成の行われた要因の一つとなったのであろう。

恩智遺跡は大正時代に行われた梅原末治、島田貞彦両氏による発掘調査 (註 1)以降、過去

数回の発掘調査が実施されており (第 1表)、 古くから弥生時代を中心とする大遺跡であるこ

とが知られている。これらの成果をもとに昭和初期には恩智神社の御旅所である「天王の社」

に「恩智石器時代遺跡」の碑が建てられ、昭和18年にはこの「天王の杜」は大阪府の史跡とし

て指定された。なお、戦後まもなく井戸掘削中に縄

文土器が人骨とともに出上したことが今里幾次氏に

よって報告されており (註 2)、 恩智遺跡は縄文時

代から始まる遺跡であることも知られていた。

このように恩智遺跡は遺跡としての存在は古くか

ら知られており、「天王の社」の西方では恩智川改

修事業に伴う発掘調査をはじめ大規模な発掘調査が

数回行われてきた。しかし、「天王の社」付近での

調査はいずれも工事立会程度のものにとどまってい

るため、この付近での遺跡の詳細な状況は不明であ

った。そのため、「天王の杜」付近での遺跡の広が

り。遺物包含層の深さ等の確認を目的に地主の承諾

を得て今回の調査を実施した。

調査は調査地内の東部に 5 m X10mの トレンチを

工早

0              2o

調査区設定図

天王の社 (大阪府史跡指定地 )

-1-

第 1図
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第 2図 周辺の遺跡分布図
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任意に設定して行った。調査地は調査以前に木

造店舗付住宅が建築されており、かなり深くま

で攪乱されていた。そのため、八尾市水道局等

の協力を得て盛土・攪乱層を機械掘削し、それ

以下を人力掘削した。

調査区の設定においてはトレンチを南北 2区

に分け、北側をA区、南側をB区 と呼称した

(第 1図 )。 また、第 6層上部で検出された上

器集積の実測・取り上げにおいては50cm× 50cm

の小調査区を設定して (第 3図 )、調査を行った。

なお、発掘調査中、財団法人大阪文化財セン

ター山口誠治氏の指導を得て、調査区西壁の最

北端部の土層断面の剰ぎ取りを実施した。

註

1.梅原末治・ 島田貞彦「河内国府石器時代

遣跡発掘報告書」『京都大学文学部考古学

研究報告』第 2冊 (1923)

2。 今里幾治「河内恩智の縄文土器」『日本

考古学』 1-3(1948)

0    1m

ー
第 3図 第 6層小調査区設定図

第 2章 層

調査区の層位は第 5図に示すとおりである。第 2層は調査開始以前に既存していた木造店舗

付住宅の建築による攪乱層である。第 3層～第 7層の一部を削平しており、弥生土器・縄文土

器をまばらに含んでいた。第 3層は黄色粗砂で、遺物を含まない層である。砂の粒子は均等で

はないことから、山砂の堆積であると思われる。おそらく、山の上砂崩れによって、一気に堆

積したものであろう。なお、この層の上部は第 2層によって削平されていたが、第 3層上面で

は縄文時代・弥生時代の遺構の一部が残存していた。第 3層上面で検出された小穴 (SP)1

から縄文時代晩期 (詳細な時期は不明)の上器が出土し、 第 4層～第 6層は縄文時代晩期

-3-
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第 4図 調査地周辺図
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第 5図 土層断面図
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(滋賀里Ⅲ式～長原式)の遺物を包含していることから、第 3層の堆積の時期は長原式の範ち

ゅうであると考えられる。また、第 4層上面、第 7層上面でも遺構が検出された。第 7層上面

で検出された遺構は第 6層 と同様滋賀里Ⅲ式の上器を含む。第 7層・ 第 8層は少量の炭化物を

含む層で、遺物は出土しなかった。なお、第 7層以下は調査区の周囲を部分的に掘削した側濤

で部分的に調査しただけであり、特に、第11層～第13層は土層断面の剰ぎ取りのため部分的に

掘り下げた調査区の北西隅の部分でその堆積を確認しただけである。そのため、今回の調査で

は第 7層以下においては遺物を確認できなかったが、その有無は確定できない。また、層序の

比較・検討をおこなった結果、第 3層は本調査区の西方約 200mの地点で行った恩智川改修事

業に伴う発掘調査 (註 1)において確認された第 4層～第 7層に対応するものと考えられるこ

とから、本調査区で確認された第12層は恩智川調査区の第12層に対応するものと思われる。こ

れらのことから、本調査区で掘削した第12層の0.08∬中には遺物は含まれていなかったが、本

調査区の第12層は縄文時代後期の遺物包含層の可能性が高いものと考えられる。

註

1.瓜生堂遺跡調査会「恩智遺跡 I・ Ⅱ」 (1980)

第 3章 遺構 。遺物

今回の調査では第 7・ 8層上面で縄文時代晩期の落ち込み 1基 (S01)、 第 6層で土器集

積 (SWl)、 第 4層上面で珂ヽ穴 5個 (S P18～ S P22)、 第 3層上面で縄文時代・弥生時代

の小穴17個 (SPl～ S P17)が検出された。また、第 4層～第 6層から多量の縄文時代の上

器 (コ ンテナ30箱)・ 石器 (コ ンテナ 2箱)。 植物遺存体 (3個体)・ 動物遺存体 (コ ンテナ

5箱)が出土した。また、第 2層は弥生時代の遺物包含層と縄文時代の遺物包含層の攪乱層で、

縄文土器・弥生土器が少量出土した。

(1)遺 構

1.第 7・ 8層上面の調査

落ち込み (SO)l A区 西部で検出された。遺構の西部は調査区外に及ぶため全体は

不明である。平面形はほぼ方形を呈すると思われ、南北 2.6m、 東西2.2m以上を測る。

断面形は皿状を呈し、深さ0.2mを測る。埋土は黒茶色粘土混じリシル トで、縄文土器・

-8-



第 6図 第 7・ 8層上面検出遺構全体図

0     1m

―
第 7図 第 6層検出土器集積

石器・ 動物遺存体が出土した。

2.第 6層の調査

土器集積 (SW)l A区 、B区北部で検出さた。この集積はA区では調査区外に及び、

一部攪乱を受けているため全体は不明である。土器の集積は特に第 6層上部に顕者である。

土器はいずれも、小破片であり、完形品は見られない。第 6層上部から出土した土器片と

第 6層下部のものとが数点接合したことから、土器はかなり短時間のうちに集積したもの

と思われる。日常の容器である深鉢・浅鉢の他にミニチュア土器の破片や土製品が出土し

た。また、土器に混じって自然石 (主に花こう岩)・ 石器・ 植物遺存体・動物遺存体がみ

9 +
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第 8図 土器集積 (SW)1 平面図
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SPl       sP4      SP7

鷲1  2

第 9図 第 4層上面検出遺構全体図

0   1m

―

第10図 第 3層上面検出遺構全体図

られた。土器はいずれも小破片の状態で出土しており、煤の付着したものが多いことから、

使用後の廃棄物であると思われる。また、祭祀具であると思われるミニチュア土器、石棒

が出上していることから、廃棄に伴う祭祀が行われたものと思われる。

3.第 5層の調査

遺構はみられなかった。縄文土器・石器・動物遺存体が少量出上した。

4 第 4層の調査

遺構はみられなかった。縄文土器・石器・動物遺存体が少量出上した。

5。 第 4層上面の調査

-13-



小穴 (SP)18～ 22 いずれもA区で検出された。径15～25cm、 深さ10cm前後を測る。

S P18の埋土は黄灰色粗砂で、S P19～ S P21の埋土は暗茶灰色細砂混じり粘上である。

S P21か ら少量の縄文時代晩期の上器片が出土した。

6。 第 3層上面の調査

小穴 (SP)l A区 】ヒ西隅で検出された。一部は側濤に切られているため不明である。

平面形は方形を呈すると思われ、一辺0.3mを測る。断面形は台形を呈し、深さ0.3mを

測る。埋土は黒色シル ト混り粘土で、埋土から縄文時代晩期の深鉢片の他少量の上器片が

出土した。

小穴 (SP)2～ 6 いずれもA区で検出された。いずれも平面形はほぼ円形を呈し、

径 0.2～ 0.4m、 深さ0.05～ 0.3mを測る。いずれも埋土は黒色シルト混り粘上で、月ヽ量

の弥生時代中期の土器片が出土した。

小穴 (SP)T A区 】ヒ東で検出された。平面形はほぼ円形を呈し、径0.3mを測る。

断面形は台形を呈し、深さ0.2mを測る。埋土は黒色シル ト混り粘上で、弥生時代中期の

重が日縁部を下にして出上した。

小穴 (SP)8～17 いずれもA区で検出された。平面形はほぼ円形を呈し 径 0。 1～

0,4mを測る。SP8・ 11・ 15・ 16・ 17か らは少量の弥生時代中期の上器片が出上した。

鬱)遺 物

1.土器

縄文時代中期、後期、晩期の上器がみられる。土器の大半は縄文晩期中葉のものである。

これらの土器のうち在地のものと思われるものについては以下のように分類をおこなった。

深鉢 I類

口頸部外面に突帯を施さないもの。

【A】 外面に主として二枚貝条痕を施すもの。

【B】 外面に主としてケズリを施すもの。

(1)波状口縁のもの。

(a)日縁部に二枚貝条痕を施すもの。

(b)日縁部にケズリを施すもの。

(c)口縁部にナデを施すもの。

(動 平日縁で、頸部が屈曲し、日縁部が外反するもの。

(a)日縁部に二枚貝条痕を施すもの。

(b)口縁部にケズリを施すもの。

-14-



(c)日縁部にナデを施すもの。

13)平口縁で、頸部が屈曲し、日縁部がたちあがるもの。

(a)日縁部に二枚貝条痕を施すもの。

(b)日縁部にケズリを施すもの。

(c)日縁部にナデを施すもの。

位)頸部が屈曲せず、まっすぐにのびるもの。

(a)日縁部に二枚貝条痕を施すもの。

(b)日縁部にケズリを施すもの。

(c)口縁部にナデを施すもの。

【C】 外面にヘラミガキを施すもの。

深鉢Ⅱ類

口縁部下に突帯を施すもの。

【A】 頸部が屈曲するもの。

(1)突帯にキザミメを施すもの。

121 突帯にキザミメを施さないもの。

【B】 頸部が屈曲せず、まっすぐのびるもの。

(1)突帯にキザミメを施すもの。

磁)突帯にキザミメを施さないもの。

深鉢Ⅲ類

日縁部下と肩部に突帯を施すもの。

深鉢Ⅳ類

口唇部に接して突帯を施すもの。

深鉢底部

【A】 上げ底を呈するもの。

【B】 突出する小さな平底のもの。

【C】 丸底のもの。

【D】 突出しない平底のもの。

浅鉢 I類

七宝文を施すもの。

浅鉢Ⅱ類

日縁部下に突帯を施さないもの。

-15-



【A】 口縁部が短く外反し、体部が強く張り出すもの。

【B】 頸部が屈曲し、日縁部が長くのびるもの。

(1)口縁部が短く終わるもの。

修)日縁部が長くのびるもの。

(a)日縁部内面が肥厚するもの。

(b)口縁部内面に沈線を施すもの。

(c)口縁部が丸くおわるもの。

【C】 頸部が屈曲せず、日縁部が内わんするもの。

(1)日縁部をつまみあげるもの。

磁)日縁部内面が肥厚するもの。

0 口縁部内面に沈線を施すもの。

14)日縁部が丸くおわるもの。

【D】 体部から口縁部がまっすぐのびるもの。

【E】 船形を呈するもの。

浅鉢Ⅲ類

口縁部下に突帯を施すもの。

日縁部・ 底部破片は1540点を数えるが、在地のものと思われるもののなかでは圧倒的に深鉢

の占める割合が大きい。なお、深鉢のなかでも外面にヘラミガキを施すもの (深鉢 I tt C)が

みられる。このなかには外面に赤彩の施されているものもみられるが、煤が付着しているもの

も多いことから、その機能は粗製土器と同様であると思われる。また、キザミメの分類は家根

祥多氏と同様にD字、O字、小さなD字、小さな0字、V字の 5つに分類した (註 1)。 以下、

図化した土器について出上位置ごとに説明を加える。 
Ⅲ

(a)落ち込み (SO)1出土土器

明らかに在地の胎上をもち、縄文の施された器種不明の破片 (1・ 2)、 率亀文時代晩期前

半のものと思われる日縁部片 (304)の他に晩期後半の滋賀里Ⅲ式の上器がコンテナー箱

出上した。

深鉢 I類

B-2a(5・ 12・ 13・ 14) 5・ 12は口唇部にキザミメ (D字)が施される。

B-2b(6・ 15) 6は日唇部にキザミメ (V字)が施される。

B-2c(16) キザミメは施されない。

B-3c(7) 体部上半に最大径をもつ。キザミメは施されない。

-16-
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0                10 cm

鰯 疋 9 頴  )20

第12図 落ち込み (SO)1出土土器修)

深鉢底部

A(8～ ■) いずれも体部外面にケズリが施されたものであろう。11の体部は底部付

近であることから、ナデが施されているが、体部の大部分はケズリが施されたものと

思われる。

浅鉢Ⅱ類

C-3(17) 口唇部には突起が施される。

他地域の上器・他地域の影響を受けた上器 (20) 結節縄文が施される。

(b)土器集積 (SW)1出土土器

縄文時代中期末の深鉢の口縁部破片(21)、 沈線を施した時期不明の上器破片 (22)の他に

晩期中葉の滋賀里Ⅲ式の上器がコンテナ19箱出上した。

深鉢 I類
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A(43・ 44・ 58) 43・ 44は口縁部から体部に二枚貝条痕を施す。58は体部に二枚貝条

痕を施すが、日縁部にはナデを施す。また、43・ 44は深鉢 I tt B-2と 同形態である

が、58の形態は本遺跡出土土器のなかでは例をみない。43(D字 )・ 58(二枚貝のち

ょうつがいによる)は日唇部にキザミメが施される。

B-lb(23～32) 24～32は深鉢 I ttB-2と 同様に日縁部が外反するが、23は日縁

部が内傾する。26の日縁部のヘラケズリは縦方向、23～25・ 27～32は横方向に施され

る。ケズリの方向は土器の法量、頸部の屈曲の具合によって削り易い方向に施された

ものと思われる。なお、一気に口縁部から体部までケズリが施されたものはみられな

い。24は日唇部にキザミメが施される。     ・

B-lc(38～40) 体部は深鉢 I tt B-2と 同形態である。33・ 34は日唇部にキザミ

メ (D字)が施される。

B-2a(45～57) 57以外はすべて口唇部にキザミメ (D字)が施され、45には突起

がみられる。56は二枚貝条痕を施したのち、ヘラケズリを施す。

B-2b(59～ 67・ 69・ 71～73) 59・ 60は口唇部にキザミメ (D字)が施される。73

には日唇部に突起がみられる。

B-2c(74～ 81・ 83～92) 日縁部のナデにはヘラ状工具によるもの (74～78)と 、

擦痕の残らないもの (79～81・ 83～92)がある。74～76・ 78～81にはキザミメ (D字 )

が施され、77はキザミメ (V字)が施される。

B-3b(68) キザミメは施されない。

B-3c(82) 体部上半が強くはりだす。キザミメは施されない。

B-4b(98～ 98・ 105)体部外面にヘラケズリを施すもの (93～98)、 繊維束による

ケズリを施すもの(105)が ある。96・ 97は口縁部だけに横方向のケズリが施される。

繊維束によるケズリが施される105はケズリがあまり顕著ではなく、粘土紐の接合痕

が残る。98～95・ 97・ 98は日唇部にキザミメ (D字)、 96はキザミメ (V字)が施さ

れる。ヘラ状工具を用いない105にはキザミメは施されていない。

B-4c(99～101)いずれも破片であるので、外面全体にナデを施したものか、日縁

部だけにナデを施したものかは不明である。回縁部が外反気味に終わるもの (99・

101)と 内わん気味に終わるもの (100)がみられる。 1000101は粘土紐接合痕が残る。

990101はキザミメ (V字 )、 100はキザミメ (D字)が施される。

C(41・ 42・ 102～ 104)41042・ 104は波状日縁、102・ 103は平口縁で、103には

突起がみられる。41は体部に赤彩が施され、日唇部にキザミメ (D字)が施される。

深鉢底部

-38-



A(109～ 128・ 139)いずれも体部外面にケズリが施されたものであろう。断面観察

のできるものもあり、上げ底の成形は弥生時代第V様式の甕にみられる底部輪台技法

とほぼ同じ技法によることがうかがわれる。底部周縁をヘラ状工具で調整したものも

かなり多くみられる。

B(129)底部Aと ほぼ同径である。平底であるが、底部付近の断面の観察で、底部A

と同様の成形技法によるものであることがわかる。

D(133～ 138)底部外面はヘラミガキを施したもの (133)、 ナデを施したもの (134

～136)、 ヘラケズリを施したもの (135。 137・ 138)がある。

浅鉢 I類 (171)

体部小破片であるため全体の形態は不明である。

浅鉢Ⅱ類

A(140～143)いずれも日縁部内面は肥厚する。140には日唇部に突起がみられる。

143の肩部には沈線が施される。

B-1(144～ 151) 146・ 150は外面にヘラケズリが施されており、粗製土器である。

144・ 145には口唇部に突起がみられる。

B-2a(153・ 156～ 159)日縁部内面の肥厚が大のもの (157・ 158)と 、小のもの

(153・ 156 ・ 159)がみられる。                          ′

B-2b(152)口 縁部内面は肥厚しない。浅鉢Itt B-2aの手法の退化したもので

あろう。

B-2c(160)小 破片であり、突起の有無等は不明である。

C-1(164)口 唇部に突起等はみられない。

C-4(165～ 168)168の 回唇部には突起がみられる。

D(169)破片のため底部の形状等は不明である。補修孔と思われる穴が 1個みられる。

E(170)体部外面に集合沈潜による文様が描かれている。

浅鉢Ⅲ類 (172)

突帯は張り付けによる。

ミニチュア土器 (173)

深鉢のミニチュアであると思われる。日唇部にはキザミメ (D字)が施される。

他地域の土器・ 他地域の影響を受けた土器 (174～221)

亀ケ岡式 (174～ 184・ 186・ 187・ 215)、 原下層式 (219～221)、 縄文を施す土器 (185・ 1

88～214)口縁部に刺突文をめぐらす土器(216・ 217)などがある。1790183は羊歯状文

が施されることから、大洞B― C式であると思われる。また、174～ 178・ 182・ 186・ 187

-39-
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は沈線間に刺突が施されることからは大洞CI式であると思われる。なお、 215は亀ケ

岡式の壺で、底部は上げ底を呈する。

上 製 品 (222)

断面が偏平な部分には2個の穿孔 (棒状工具による両面穿孔)があり、その下部には鰭

状のものがつまみ出されている。また、その下部は断面が円形を呈しており、粘土紐が

巻き付けられている。

(c)第 5層出土土器

縄文時代晩期中葉の上器がコンテナ 5箱出土した。

深鉢 I類

B-la(232)内 外面に二枚貝条痕が施される。深鉢 I tt B-2と 同形態である。日
唇部にキザミメは施されない。

B-lb(224・ 226) 224は深鉢 I ttB-2と 同形態である。 226の 口縁部の屈曲は顕
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著でない。そのため、 224で は日縁部横方向、体部は縦方向にヘラケズリが施される

のに対し、 226で は日縁部から体部まで一気にヘラケズリが施される。いずれも口唇

部にキザミメは施されない。

B-lc(225・ 227・ 233)233はヘラ状工具によってナデが施されるが、225。 227の 口

縁部には擦痕はみられない。ヽヽずれも回唇部にキザミメは施されない。

B-2c(228～ 230・ 234)いずれも日縁部には擦痕がみられない。 228に は日唇部にキ

ザミメ (D字)、 234に はキザミメ (0字)が施される。

深鉢Ⅱ類

236は この類に含まれるが、日縁部破片のため細分は不可能である。

A-2(241・ 242)いずれの突帯も張り付けによる。 241の突帯は上辺、下辺の両方

から同時にナデが施され、断面形は二等辺三角形を呈する。 242の突帯は下辺の調整

ののち、上辺にナデを施しており、断面形は直角三角形に近い。日唇部にキザミメは

施されない。

深鉢底部

A (237～239)いずれも体部外面にはケズリが施される。

B(240) 底径は底部Aに含まれるものとほぼ同径を測り、同様の成形方法によって

成形されている。また、体部外面にはケズリが施される。

C(243・ 244)いずれも底部外面はナデが施されている。底部A・ Bと は異なり、小

円盤を成形し、その上に粘土紐を積み上げている。

浅鉢Ⅱ類

A (246・ 247) 246は破片であるが、体部割れ日近くには補修孔と思われる円孔が 1

個みられる。

B-1(248)破 片のため、詳細は不明である。

B-2a(249)日 縁部内面の肥厚はあまり顕著ではない。

浅鉢Ⅲ類 (251～253)

いずれも突帯は張り突けによる。 251の内面には沈線が施される。

他地域の上器・ 他地域の影響を受けた土器(254～267)

亀ケ岡式(254～258)、 原下層式(266・ 267)、 縄文を施す土器(259～265)がある。 254は

日唇部にB突起がみられる。 254～ 258は大洞CI式に比定されよう。

(d)第 4層出土土器

縄文時代後期の土器(268)の他に、縄文時代晩期中葉の上器がコンテナ 4箱出土した。

深鉢 I類

-43-
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日縁部は横方向にヘラケズリが施される。日唇部にキザミメは施され

外面には粘土紐接合痕が残り、擦痕はみられない。日唇部にキザミメ

破片のため体部の調整は不明である。日唇部にキザミメ (D字)ん 施ヾ

B-2b(274)口 唇部にキザミメは施されない。

B-2c(275～ 278)275は 日縁部外面に集

合沈線が数単位施されており、その間は赤

彩が施される。 275・ 276はキザミメ (D

字)が施される。

B-3a(272)内 外面ともに二枚貝条痕が

施される。日唇部にキザミメは施されない。

B-3b(273)口 縁部には横方向のヘラケ

ズリが施される。日唇部にキザミメは施さ

れない。

B-3c(279～ 280) いずれも口唇部にキ

ザミメは施されない。

深鉢Ⅱ類

A-1(288～ 292)いずれも突帯は張り付

けによる。また、突帯のキザミメはD字で

ある。 291は小破片のため不明であるが、

他はいずれも口唇部にキザミメ (D字)が

滲版 評勧た7姦猛

鯉 H3封
10 cm

B-lb(270)

ない。

B-lc(269)

は施されない。

B-2a(271)

される。
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第41図 第 2層出土土器(21

施される。

B-1(287)突 帯は張り付けによる。突帯・ 口唇部のキザミメはV字である。
B-2(293・ 294)いずれも突帯は張り付けによる。日唇部にもキザミメは施されな

寺ヽ。

深鉢Ⅲ類 (295～297)

いずれも頸部破片で日縁部を欠損する。肩部のキザミメはD字である。

深鉢Ⅳ類(298)

突帯は張り付けによる。突帯はキザミメ (D字)が施され、突帯の断面形は深鉢Ⅱ類、

深鉢Ⅲ類に比べて丸味を帯びる。

深鉢底部

A (281～ 285) 282・ 283の底部周辺はヘラミガキが施される。

B(286) 底部の器壁が比較的薄いことから、底部Aの成形方法とは異なり、円盤状
の粘土板の上に粘土紐を積み上げることによって成形したものと思われる。

浅鉢Ⅱ類(302・ 303)

`

0338 彪物鯵診杉診鯵笏杉笏珍参339

♀                                  40Cn

-49-



小破片のため細分は不可能であるが、いずれもこの類に含まれる。

浅鉢Ⅲ類(304～306)

いずれも突帯は張り付けによる。 304の体部はヘラケズリが施される。

ミニチュア上器(300・ 301)

いずれも粗製土器である。300は浅鉢、301は深鉢のミニチュアである。

他地域の上器・他地域の影響を受けた上器(307～321)

亀ケ岡式(307～312)、 原下層式(321)、 縄文を施す土器(313～320)がある。 307～ 312

は大洞Cl式に否定されよう。

(G)小  結

今回の調査では3層にわたる遺物包含層等から、数片の縄文時代中期・後期・晩期前半の

上器と多量の縄文時代晩期中葉の上器を検出することができた。これらの晩期中葉の上器は

前述のように分類をおこない、報告を行なった。本調査地で出土した深鉢は突帯を施したも

の (深鉢I類～深鉢Ⅳ類)も微量みられるが、ケズリ調整を主とし、頸部の屈曲するものが

大部分を占める (深鉢 I類 【B】 修)・ 0)。 深鉢の底部も丸底 (深鉢底部 【C】 )・ 平底

(深鉢底部 【B】 ・ 【D】 )が少量みられるものの、上げ底を呈するもの (深鉢底部 【A】 )

が大部分を占める。浅鉢は突帯文を施すもの (浅鉢Ⅲ類)も微量含まれているが、突帯を施

さず、頸部が屈曲し、日縁部が長くのびるものが少量みられる (浅鉢Ⅱ類 【B】 )。 また、

七宝文を施すもの (浅鉢 I類)は第 6層土器集積 (SWl)か らと片出土したのみである。

これらの土器はその特徴から滋賀里Ⅲb式に比定される (註 2)。 また、第 6・ 5層出上の

突帯を施す土器 (深鉢Ⅱ類・浅鉢Ⅲ類)は滋賀里Ⅳ式で、第 4層出上の深鉢Ⅲ類は船橋式、

深鉢Ⅳ類は長原式の特徴をもつ。これらのことから、縄文時代中期・後期・ 晩期前半の土器

を数片含んでいるものの、第 6層 (土器集積 1)・ 第 5層出土土器のほとんどは滋賀里Ⅲb

式であるが、一部滋賀里Ⅳ式もみられ、また、第 4層出土土器はそのほとんどが滋賀里Ⅲb

式であるが、一部滋賀里Ⅳ式・船橋式 。長原式もみられると言えよう。

また、在地の上器にまじって他地域の土器が少量出土した。これらの上器はその形態 e文

様から中部瀬戸内地方の原下層式、東北地方の大洞式BC式～CI式と思われる (註 3)。

原下層式 。大洞 B一 C、 Ci式の上器は本調査地だけではなく、大阪府下の滋賀里Ⅲ式の遺跡

の大部分から出土していることから (註 4)、 当時の活発な地域間交流がうかがえよう。

註

1.家根祥多「縄文土器から弥生土器へ」『縄文から弥生へ』帝塚山考古学研究所 (1984)

2.家根祥多「近畿地方の上器」『縄文文化の研究』 4(1981)
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& 奥―由尚氏の分析 (第 5章に掲載)では諺態・文様から、1亀ケ岡式|・ 原下層式と判断される
と器の中にもな地の上器と同様の胎土をもつものがあ―るこ―とが指摘さ

―
れているo

l 大阪市森0鋤 Ⅲ東大阪市の日下員嫁,鬼嫁遺隊 富゙田林1市鯨綾南遺跡等がある。
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第
2表
 
出
土
土
器
観
察
表

ち
込
み
(S
O)
1

物 号
還 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
。
備
考

l
？ ｏ
体
部
破
片

縄
文
LR
。

ナ
デ
。

面 　 面

外 　 内

外
―
黒
褐
色
～
灰
褐
色
。
内
一
褐
灰
色
～
に

ぶ
い
赤
褐
色
。
断
―
暗
赤
灰
色
～
に
ぶ
い
橙

色
。
白
色
砂
粒
C/
Jヽ
。
中
・
大
)少
量
、
雲
母

(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
、
角
閃
石
(小

。
中
・
大
)や
や
多
量
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
。
内
面
の

の
一
部
に
煤
。

9
体
部
破
片

縄
文
LR
。

ナ
デ
。

面 面

外 内

外
―
黒
褐
色
～
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)少
量
、
角

閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

?
体
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
の
の
ち
、
沈
線
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
灰
赤
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

?
口
縁
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
の
の
ち
、
沈
線
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。

白
色
砂
粒
(小
。
中
)少
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

5
鉢

深
推
定
回
径
33
.8
(1
/2
)

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
口
縁
部
一
二
枚
貝
条
痕
。
体
部

―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
一
黒
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。

白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
角

閃
石
(小
。
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

6
鉢

深
推
定
回
径 4
1.
2(
1/
8)

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(V
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
暗
赤
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
―

褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
C
/1
・ヽ
中

・
大
)や
や 多
量
、
雲
母
C/
Jヽ
。
中
)少
量
、
角

閃
石
K/
1ヽ
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

7
鉢

深
推
定
回
径 2
7.
6(
1/
8)

外
面
口
縁
部
―
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る

ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
一
ヘ
ラ

状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
∩

内
面

拿:3与
ミニ 旨
阜 言3
:g
i:
ど
とき
焼
成
良
好
。
口
縁
部
～
体
部

外
面
の
一
部
に
煤
。
日
縁
部

内
面
に
黒
斑
。



― 認 ―

物 号
還 番

器
種
法
 
量
(現
寡
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
  
鉢
推
定
底
径
5.
6(
1/
2)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
一

ナ
デ
の
の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒
褐
色
～
に
ぶ
い

橙
色
。
断
―
赤
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中

大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、

角
閃
石
(小
・
中
・
大
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
内
面
に
煤

深
  
鉢
底
 
径 4.
6(
完
存
)

外
面
体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ナ
デ
の

の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ナ
デ
。

内
面

外
―
橙
色
～
明
赤
褐
色
。
内
一
明
赤
灰
色
。

断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)

少
量
、
雲
母
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、

角
閃
石
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
を
含
む

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
底
部
内
面
に
煤

深
  
鉢
底
 
径 6.
2(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
の
の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
橙
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
自

色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

11
深
  
鉢
推
定
底
径
6.
0(
1/
2)

体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ナ
デ
。

ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

面 面

外 内
外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
―
黒
色
～
に
ぶ

い
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)
少
量

雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閑
石
(小
・
中

少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
底
部
内
面
に
煤

深
  
鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

13
深
  
鉢
日
縁
部
破
片

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
一
褐
灰
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
。
大
)少
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

内
面
に
煤
。

14
深
  
鉢
日
縁
部
破
片

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
内
・
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
白

色
砂
粒
(小
。
中
)少
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
に

煤
。



― 置 ―

物 号
還 番

器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

15
深

鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち
、
一
部
ナ

フ
い
O

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
。
断
―
暗
赤
灰
色
～
明
赤
褐
色
。
自

色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
外
面
・

内
面
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

外
面
 
ナ
デ
。

外
―
褐
灰
色
～
灰
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い

橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

鉢
浅

推
定
回
径
24
.6
(1
/8
)

口
唇
部
に
突
起
。

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
口
縁
部
下
に
沈

線
。

外
―
黒
色
～
灰
褐
色
。
内
一
灰
褐
色
。
断
―

に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)

や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
)や
や
多
量
、

角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

撥
ハ

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
  
鉢
?
底
部
破
片

外
面
 
体
部
一
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
底
部
―

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一
暗
赤

褐
色
。
断
―
暗
赤
灰
色
～
明
赤
褐
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
・
内

面
に
煤
。

鉢
浅

日
縁
部
破
片

日
唇
部
に
突
起
。

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
黒
色
。
内
=黒
褐
色
。
断
―
に
ぶ
い
褐

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)を
少
量
、
雲
母

(小
)を
少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

9
体
部
破
片

沈
線
。
結
節
縄
文
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

面 面

外 内
外
―
黒
褐
色
。
内
・
断
―
褐
灰
色
。
白
色
砂

粒
(小
。
中
)少
量
、
雲
母
(小
。
中
)少

量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。



― い 銀 ―

土
器
集
SW

1

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
鉢
破
 
片

面 面

外 内
押
し
引
き
、
縄
文
。

ナ
デ
。

に
ぶ
い
黄
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂

礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

？ ・
体
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
の
の
ち
、
沈
線
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
―
に
ぶ
い
黄
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
黒
色
砂
粒

(旭
・ヽ
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

深
鉢
推
定
回
径
31
.2
(1
/4
)

波
状
口
縁
。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。
体
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
―
明
褐
灰
色
～

橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」

に
言己
章尭
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
～
体
部

上
半
外
面
・
体
部
下
半
内
面

に
煤
。

深
鉢
推
定
回
径
10
.6
(1
/6
)

波
状
日
縁
(キ
ザ
ミ
メ
=D
字
)

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
―

に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
)、
雲

母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
・

大
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
内
面
の
一

部
に
煤
。

深
鉢
推
定
回
径
18
.8
(1
/3
)

波
状
口
縁
。

外
面
 
口
縁
部
上
半
―
ナ
デ
。
日
縁
部

下
半
～
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一

黒
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)刀
量ヽ

雲
母
(小
)少
量
、
角
閃
石
(小
)少
量
を

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

口
縁
部
～
体
部
内
面
に
煤
。

鉢
深

日
縁
部
破
片

波
状
口
縁
。

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。
体
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
黒

褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中

・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量

角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
・
内

面
に
煤
。

鉢
深

日
縁
部
破
片

波
状
口
縁
。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。
体
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一

黒
褐
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
。
大
)多

量
、
角
閃
石
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
を

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
内
面
に

煤
。



― 似 ω ｌ

還
物

番
号
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
  
鉢
口
縁
部
破
片

波
状
日
縁
。

外
面
 
日
縁
部
上
半
―
ナ
デ
。
口
縁
部

下
半
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
体
部
―

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
。
断
―
灰

黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量

雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閑
石
(小
・
中

少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
外
面
の

一
部
・
内
面
に
煤
。

深
  
鉢
口
縁
部
～
体
部
破
片

波
状
日
縁
。

外
面
 
口
縁
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち

上
端
の
み
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
暗
赤
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一
黒

褐
色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小

・
中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
・
大
)

多
量
、
角
閃
石
(小
・
中
。
大
)多
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
～
体
部

外
面
。
日
縁
部
～
体
部
内
面

に
煤
。

深
  
鉢
口
縁
部
破
片

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

面 面

外 内
外
・
断
―
暗
赤
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内

一
黒
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や

や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石

(小
。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
・
口

縁
部
～
体
部
内
面
に
煤
。

深
  
鉢
口
縁
部
破
片

波
状
□
縁
。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
断
―
黒
褐
色
～
にぶ
い
橙
色
。
内
一
褐
灰

色
～
黒
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)

や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃

石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
～
体
部

外
面
・
内
面
に
煤
。

深
  
鉢
口
縁
部
破
片

波
状
口
縁
。

外
面
 
口
縁
部
～
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
け 。

内
面
 
ナ
デ
。

色 大 ヽ 西

灰 ・ 量 駒

褐 中 多 生

一 　 ・ ＞ 。

内 小 大 む

ｏ
く ・ 含

色 粒 中 を

橙 砂 ・ 量

い 色 小 少

ぶ 白 く ＞

に 。 母 中

” 色 雲 ・

色 灰 ヽ 小

褐 褐 量 て

黒 明 多 石

一 　 一 や 閃 ｏ

外 断 や 角 麓

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

深
  
鉢
口
縁
部
破
片

日
唇
部
に
突
起
・
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

。
中
・
大
)少
量
。
雲
母
(小
・
中
・
大
)

少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)微
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
黒
斑
。



― い ミ ー

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

鉢
深

日
縁
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
一
黒
褐
色
～

明
赤
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
)少
量
、

雲
母
(小
・
中
)小
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
に
煤

鉢
深

口
縁
部
破
片

波
状
口
縁
。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
内
一
褐
灰
色
～
～
に
ぶ
い
橙
色
。
断
一

浅
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、

雲
母
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
に

煤
。
日
縁
部
内
面
に
黒
斑
。

鉢
深

口
縁
部
破
片

波
状
回
縁
。

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
の
の
ち
、
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
赤
灰
色
～
赤
褐
色
。
内
・
断
―
灰
褐
色

～
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)少

量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
の
一

部
に
煤
。

鉢
深

口
縁
部
破
片

波
状
口
縁
。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
土

の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
内
面
の
一
部
に

煤
。

鉢
深

日
縁
部
破
片

疲
状
口
縁
。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
―

淡
赤
橙
色
～
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。

大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
。
大
)や

や
多
量
、
角
閃
石
(刺
・ヽ
中
。
大
)や
や
多

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
～
体
部

外
面
に
煤
。

鉢
深

口
縁
部
破
片

波
状
口
縁
。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
ん
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
内
一

黒
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、

雲
母
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
、
角
閑
石

(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

鉢
深

推
定
回
径 2
3.
0(
1/
3)

波
状
口
縁
。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
繊
維

束
に
よ
る
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
白
色
砂
粒

(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
・
大
)や
や
多
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)

や
や
多
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
の
一
部

外
面
・
日
縁
部
～
体
部
に
内

面
に
煤
。



― い ∞ ―

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

鉢
深

推
定
口
径
14
.6
(1
/3
)

波
状
口
縁
。
日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D

字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
。
内
。
断
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い

橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
)少
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
。
内

面
に
煤
。
口
縁
部
～
体
部
上

半
に
赤
彩
。

鉢
深

推
定
口
径
17
.2
(1
/3
)

外
面
口
縁
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

の
の
ち
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

口
縁
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。
体
部
―
ナ
デ
。

内
面

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載

焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
に

煤
。

鉢
深

推
定
口
径 2
2.
6(
1/
6)

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
の
の
ち
、
一
部
ナ

ギ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
―
黒

褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
。
中
。
大
)や
や
多
量
、
角

閃
石
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
～
体
部

外
面
・
内
面
に
煤
。

鉢
深

推
定
日
径
7.
2(
1/
4)

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
―
黒
褐
色
～
明
褐
灰

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母

(小
・
中
・
大
)多
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)や
や
多
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
に

煤
。

鉢
深

推
定
口
径
33
.0
(1
/5
)

日
唇
部
に
突
起
(キ
ザ
ミ
メ
V字
)。

キ
ザ
ミ
メ
(V
字
)。

外
面
 
口
縁
部
一
二
枚
貝
条
痕
。
体
部

―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
暗
赤
褐
色
。
内
一
黒
色
～
に
ぶ
い
橙

色
。
断
―
浅
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
)少
量
、
雲
母
(小
。
中
)微
量
、
角
閃

石
(小
・
中
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

黒
斑
。

鉢
深

推
定
日
径
29
.0
(1
/6
)

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
回
縁
部
一
二
枚
貝
条
痕
。
体
部

―
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒

色
。
第
5章
「
土
器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に

記
載
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
の

一
部
、
内
面
に
煤
。



― い Φ Ｉ

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
  
鉢
推
定
口
径
35
.0
(1
/8
)

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
回
縁
部
一
二
枚
貝
条
痕
。
体
部

―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
黒
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
)多
量
、
雲
母
(小
。
中
)

や
や
多
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)や
や
多
量

を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

深
  
鉢
推
定
口
径 4
8.
2(
1/
6)

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒
色
～
に
ぶ
い
橙

色
。
断
―
褐
灰
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・

大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、

角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
に

煤
。

49
深
  
鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
突
起
、
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
日
縁
部
一
二
枚
貝
条
痕
。
体
部

―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
～
体
部

外
面
、
日
縁
部
内
面
に
煤
。

深
  
鉢
日
縁
部
破
片

回
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
日
縁
部
一
二
枚
貝
条
痕
。
体
部

―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
ナ
デ
。

外
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
黒
色
。

断
―
浅
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・

大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、

角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

深
  
鉢
口
縁
部
～
体
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
日
縁
部
一
二
枚
貝
条
痕
。
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
の
一
部
に
煤
。

深
  
鉢
日
縁
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
断
―
に
ぶ
い
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
、
角

閃
石
(小
・
中
)や
や
多
量
を
含
む
。
生
駒

西
麓
。

焼
成
良
好
。



１ ３ １

物 号
這 番

器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒
色
～
に
ぶ

い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)や

や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
。
大
)や
や
多

量
、
角
閃
石
(小
。
中
。
大
)や
や
多
量
を

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

煤
。

54
深

鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
・
断
―
に

ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、

雲
母
(小
・
中
)微
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
外
面
に

煤
。

鉢
深

口
縁
部
破
片

外
面
 
日
縁
部
一
二
枚
貝
条
痕
の
の

ち
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
体
部
―
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
。
内
一
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色

断
―
淡
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)

多
量
、
雲
母
(小
・
中
・
大
)多
量
、
角
閃

石
(小
・
中
。
大
)多
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
～
体
部

上
半
外
面
、
日
縁
部
下
半
～

体
部
内
面
に
煤
。

鉢
深

日
縁
部
破
片

二
枚
貝
条
痕
。

ナ
デ
。

面 面

外 内
外
・
内
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
断
―
浅

黄
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や
や

多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石

(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
、

内
面
の
一
部
に
煤
。

鉢
深

口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(二
枚
員
の
ち
ょ

う
つ
が
い
に
よ
る
)。

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
一
二
枚

貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
橙
色
。
内
。
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白

色
砂
粒
(小
。
中
)少
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
黒
色
砂
粒
(小
・
中
)や
や
多

量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
内
面
の
一
部
に

煤
。



１ ２ １

物 号
遺 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
鉢
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
―
に

ぶ
い
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
i大
)や

や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
・
大
)や
や
多

量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
、
日
縁
部
～
体
部
内
面

に
煤
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(0
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
)小
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
内
面
に

煤
。

深
鉢
回
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

外
。
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒

褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、

雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
～
体
部

外
面
の
一
部
・
内
面
に
煤
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い

褐
色
。
断
―
褐
灰
色
。
自
色
砂
粒
(小
・
中

・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一
黒

色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)や

や
多
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
・
内
面
に
煤
。

64
深

鉢
口
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒

褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)多
量
、

雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
内
面
に

煤
。



１ ６ 雨 ―

物 号

遺 番
器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内

口
縁
部
～
体
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
黒

褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)多
量
、

雲
母
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
の

一
部
、
内
面
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

内
面

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い

橙
色
。
断
―
明
褐
灰
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
惜
ハ

焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
に

煤
。

67
深

鉢
口
縁
部
破
片

外
面
‐゙
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち
、
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
禁
。

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒

褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒

西
毯
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
外
面
の

一
部
・
内
面
に
煤
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
黒
色
。
自
色

砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

内
面
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒
褐
色
。
白

色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)少
量
、
雲
母
(小

・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
日
縁
部
―
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
体
部

―
ナ
デ
。

外
。
内
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、

雲
母
(小
。
中
・
大
)多
量
、
角
閃
石
(小

・
中
・
大
)多
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
に

煤
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
断
―

橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
。
中
・
大
)多
量
、
角
閃
石

(小
・
中
)多
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
に

煤
。



１ ０ ω ｌ

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

72
鉢

深
推
定
口
径
30
,8
(1
/4
)

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

黒
斑
。

鉢
深

推
定
回
径
23
.2
(1
/2
)

日
縁
部
に
突
起
(推
定
4個
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
暗
赤
褐
色
～
橙
色
。
内
一
橙
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)多
量
、
雲
母

(小
・
中
)微
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)微

量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
灰
褐
色
。
内
一
黒
色
。
断
―
に
ぶ
い
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)少
量
、

雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
の

一
部
・
内
面
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
白

色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

内
面
の
一
部
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
内
一
明
赤
褐

色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に

記
載
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
の

一
部
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(V
字
)。

外
面
 
口
縁
部
―
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る

ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
白

色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

内
面
の
一
部
に
黒
斑
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
口
縁
部
―
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る

ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒

褐
色
～
明
褐
灰
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・

大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
)や
や
多

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
内
面
の

に
煤
。



Ｉ Ｒ Ｉ

遣
物

番
号
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
。
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
。
備
考

鉢
深

口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
―
黒
褐
色
～
に

ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)少

量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

鉢
深

推
定
回
径
35
,2
(1
/4
)

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

。
中
)少
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角

閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
に

煤
。

鉢
深

推
定
口
径 4
0.
0(
1/
6)

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

。
中
・
大
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)
少
量

角
閃
石
(小
。
中
・
大
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
に

煤

鉢
深

推
定
回
径 3
4.
0(
1/
6)

外
面
 
回
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
白

色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)少
量
、
雲
母
(小

。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
。
大
)を

少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
。
日
縁
部
～
体
部
内
面

の
一
部
に
煤
。

鉢
深

推
定
口
径 3
4.
4(
1
/5
)

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一

黒
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や

多
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石

(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

口
縁
部
～
体
部
内
面
に
煤
。

鉢
深

推
定
日
径
29
.4
(1
/
5)

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
責
褐
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一

黒
褐
色
～
褐
灰
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・

大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、

角
閑
石
(小
・
中
・
大
)多
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
・
内
面
に
煤
。

鉢
深

推
定
回
径 2
3.
4(
1/
5)

外
面
 
口
縁
部
―
粘
土
紐
接
合
痕
残

存
。
ナ
デ
。
体
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(刀
f

。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

煤
。



― ， ０ ９ １

物 号
還 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
鎌
推
定
回
径 3
2.
8(
1/
4)

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
自
色
砂
粒
(小

・
中
・
大
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)微

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)微
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

煤
。

深
鉢
口
縁
部
～
体
部
破
片

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
一
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
黄
橙
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)少
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閑
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
の
一
部
・
口
縁
部
～
体

部
内
面
の
一
部
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
回
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
白

色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閑
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

面 面

外 内

ナ
デ
。
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
黒
褐
色
～
灰
褐
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

内
面
の
一
部
に
煤
。

鉢
深

日
縁
部
破
片

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

鉢
深

口
縁
部
破
片

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
の
の
ち
、
一
部
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)多
量
、
雲
母

(小
・
中
)多
量
、
角
閑
石
(小
・
中
)多

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

92
鉢

深
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
突
起
。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。

白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
。
中
・
大
)少
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
長
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
・
日
縁
部
内
面
に
煤
。



ｌ ａ ｌ

遺
物

番
号
器
 
種
厭
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

鉢
深

口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙

色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に

記
載
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
に
煤
。

体
深

口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
の
の
ち
、
日
縁
部
下
に
爪

形
文
。

外
。
内
・
断
―
暗
赤
褐
色
～
橙
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
。
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
、
赤
色
粒
子

(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

鉢
深

日
縁
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
灰
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)

少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
に

煤
。

鉢
深

推
定
回
径 4
0.
0(
1/
6)

口
唇
部
に
キ
ザ
亀
メ
(V
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
rナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一

黒
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や

多
量
、
雲
母
C/
1ヽ
・
中
・
大
)多
量
、
角
閃

石
(小
・
中
)や
や
多
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
・
内
面
に
煤
。

鉢
深

推
定
回
径 3
9.
4(
1/
6)

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
暗
赤
灰
色
～
灰
白
色
。
内
・
断
―
に
ぶ

い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や

多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閑
石

(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
の
一

部
に
煤
。

鉢
深

推
定
回
径 2
6,
0(
1/
6)

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
粘
土
紐
接
合
痕
残
存
。
繊
維
束

に
よ
る
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
灰
黄
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。

白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)を
少
量
、
雲
母

(小
。
中
)、
角
閃
石
(小
・
中
)を
少
量

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(V
字
)。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
一
灰
褐
色
。
内
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い

橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。



ｌ ω ミ ー

物 号
遣 番

器
 
種
法
 
量
(現
仔
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

鉢
深

口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
粘
土
紐
接
合
痕
残
存
。
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
。
内
・
外
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い

褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)多
量
、

雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。
内

面
の
一
部
に
黒
斑
。

鉢
深

日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(V
字
)。

外
面
 
口
縁
部
―
粘
土
紐
接
合
痕
残

存
。
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラケ
ズ

'。
内
面
 
ナ
デ
。

外
―
灰
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
断
―

に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)

少
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石

(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
に

煤
。

鉢
深

口
縁
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

に
ぶ
い
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫

観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
に

煤
。
口
縁
部
内
面
に
黒
斑
。

鉢
深

日
縁
部
破
片

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

面 面

外 内
外
・
内
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
断
―
浅
黄
橙
色

白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)

少
量
を
含
む

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
・
内
面
に
煤
。

鉢
深

日
縁
部
破
片

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

面 面

外 内
外
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
―

灰
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

10
5

鉢
深

推
定
口
径 3
5.
0(
1
/5
)

外
面
 
粘
土
紐
接
合
痕
残
存
。
体
部
―

繊
維
束
に
よ
る
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
日
縁
部
一
粘
土
紐
接
合
痕
残
存

(

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
・
体

部
内
面
に
煤
。

鉢
深

体
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
～
橙
色
。
内
一
褐
灰

色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
・

内
面
に
煤
。

10
7
深

鉢
日
縁
部
～
体
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち
、
肩
部
に

キ
ザ
ミ
メ
(V
字
)。

内
面
 
粘
土
紐
接
合
痕
残
存
。
ナ
デ
。

外
―
橙
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
自
色

砂
粒
(小
。
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

既
成
長
好
。



ｌ ω ∞ ―

物 号
這 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 
伽
)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
鉢
頸
部
 (
1/
6)

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い
橙
色

～
赤
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や

多
量
、
雲
母
(中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
の
一

部
に
煤
。
体
部
内
面
に
赤

彩
。

10
9
深

鉢
底
径
6.
0(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
内
一
黄
灰
色
。
白
色

砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)や
や
多
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)や
や
多
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

深
鉢
底
径
5.
4(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
一

ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
褐
灰
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

深
鉢
底
径
 5
.0
(3
/4
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
内
一
黒
褐
色
。
断
―
暗
赤
褐
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

深
鉢
底
径
4.
4(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち
、

下
半
の
み
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒
褐
色
～
灰

黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や

多
量
。
雲
母
(小
。
中
)や
や
多
量
、
角
閃

石
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
の
一
部
に

煤
。

鉢
深

底
径
4.
6(
完
存
)

外
面
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち
、

ヘ
ラ
ナ
デ
。
底
部
―
ナ
デ
の
の

ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ナ
デ
。

内
面

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒
色
。
白
色

砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
底
部
外
面
の
一

部
・
内
面
に
煤
。

鉢
深

底
径
 4
.0
(1
/2
)
外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
一

ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
橙
色
。
内
一
黒
褐
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。



１ ６ Φ Ｉ

物 号
遺 番

器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
鉢
底
径
5.
8(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
一

ナ
デ
。

内
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
褐
色
。
内
一
黒
褐
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
・
大
)多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

深
鉢
底
径
6.
0(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
の
の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
一
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一
黒

色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
～
明
赤
褐
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
。
大
)多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
・

内
面
に
煤
。

深
鉢
底
径
4.
8(
完
存
)

外
面
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

内
面

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
内
一

黒
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」

とこ
言己
葺式
。

焼
成
良
好
。
底
部
～
体
部
外

面
の
一
部
・
内
面
に
煤
。

深
鉢
底
径
4.
8(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
褐
灰

色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
。
大
)多
量
、
雲
母
(小
・
中
・
大
)多

量
、
角
閃
石
(小
・
中
。
大
)多
量
を
含
む

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
～
底
部
外

面
に
黒
斑
。

深
鉢
推
定
底
径 5.
6(
1/
3)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
灰
褐
色
～
に

ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)

や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃

石
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
∩

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
・

内
面
の
一
部
に
煤
。

深
鉢
底
径
3.
4(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
。

内
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
褐
色
～
橙
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
体
部
内
面
に

煤
。

深
鉢
推
定
底
径 4.
6(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
一

ナ
デ
の
の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
淡
橙
色
～
橙
色
。
内
一
黒
褐
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
黒
色
～
灰
色
礫
多
量
を

含
む
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。



― 『 ｏ ｌ

物 号

遺 香
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
。
調
整

色
 
調
 
・
 
胎
 
土

焼
成
。
備
考

深
鉢
底
径
3.
8(
完
存
)

外
面
 
体
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
一

ナ
デ
の
の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。
糸
の
痕
跡
が
残
存
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒
色
。
断
―
明
褐

灰
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

深
鉢
底
径
5.
0(
完
存
)

内
面

体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち
、

ナ
デ
。
底
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、

周
縁
の
み
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ナ
デ
。

面
外

外
・
内
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
に

ぶ
い
橙
色
～
赤
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中

。
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量

角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
底
部
外
面
の

部
・
内
面
に
煤
。

鉢
深

底
径
5.
3(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
一

ナ
デ
の
の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
黒
色
。
白
色

砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
。
中
。
大
)や
や
多
量
、
角
閃
石
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

鉢
深

底
径
4.
6(
完
存
)

外
面
 
体
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
の
の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
。
断
―
黒
褐
色
～
灰

責
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や

多
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石

(小
。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
下
半
～
底

部
外
面
・
底
部
内
面
に
煤
。

鉢
深

底
径
4.
3(
3/
4)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
の
の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
一
灰
赤
色
～
橙
色
。
内
一
浅
黄
橙
色
。
断

―
灰
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)少

量
、
雲
母
(小
)微
量
を
含
む
。

焼
成
長
好
。

鉢
深

底
径
4.
2(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
黒
色
。
白
色

砂
粒
(小
。
中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。
体

部
外
面
に
景
1離
部
分
あ
り
。

深
鎌
底
径
5。
2(
完
存
)

外
面

内
面

体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ナ
デ
の

の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
暗
赤
灰
色
～
に
ぶ
い
赤
褐

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
・

内
面
の
一
部
に
煤
。



― ミ ド ー

還
物

番
号
器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
。
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

鉢
深

底
径
4.
8(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
一
灰
黄
褐
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)多
量
、
雲
母

(小
・
中
)や
や
多
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)や
や
多
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

鉢
深

底
径
2.
5(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ナ
デ
の
の
ち
、
体
部
上
半

の
み
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

外
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
―

灰
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
体
部
～
底
部
外

面
に
煤
。

13
1

鉢
深

推
定
底
径 6,
8 
(1
/3
)

外
面
 
体
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
―
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
黒
褐
色
。
白

色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
の
一
部
に

煤
。

鉢
深

底
径
2.
2(
完
存
)

外
面
 
体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
一
灰
褐
色
。
内
・
断
―
黒
褐
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小

。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

鉢
深

底
径
 7
.0
(3
/4
)

面 　 面

外 　 内

体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
～
橙
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
の
一

部
に
煤
。

鉢
深

推
定
底
径
9.
4(
1/
2)

面 面

外 内
体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ナ
デ
。

ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
内
一
浅
黄
橙
色
。
断
―
明
褐
灰
色
。
白

色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

鉢
深

11
.4

底
径

(完
存
)

外
面
 
体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
の
の
ち
、
ナ
デ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
暗
赤
灰
色
。
断
一
浅
黄
橙
色
。

白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)多
量
、
雲
母

(小
)微
量
、
角
閃
石
(小
)微
量
を
含
む

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
・

内
面
に
煤
。



― ミ 〕 ―

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 
伽
)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

鉢
深

推
定
底
径

6.
2(
1/
4)

面 面

外 内

ナ
デ
。

ナ
デ
。

外
・
内
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
断
―
に

ぶ
い
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)少

量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

。
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

鉢
深

(完
存
)

底
径

外
面
 
体
部
―
粘
土
紐
接
合
痕
残
存
。

ナ
デ
の
の
ち
、
一
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。
底
部
ナ
デ
。

内
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ

デ
。
底
部
―
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

・
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
含
む
。

生
駒
西
縫
。

焼
成
良
好
。
体
部
～
底
部
外

面
・
底
部
内
面
に
煤
。

鉢
深

推
定
底
径
11
.0
(1
/4
)
内
面

体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

面
外

外
・
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
黒

色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
底
部
外
面
・
体

部
～
底
部
内
面
に
煤
。

深
鉢
体
部
～
底
部
破
片

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち
、

ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。
底

部
―
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
褐
灰
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)少
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
底
部
内
面
に

煤
。

浅
鉢
推
定
回
径 2
2.
4(
1/
8)

口
唇
部
に
突
起
。

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。

第
5章
「
土
器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
口
縁
部
破
片

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

面 面

外 内
外
。
内
一
黒
褐
色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
白

色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)少
量
、
雲
母
(小

・
中
)微
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)微
量
を

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

鉢
浅

口
縁
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
口
縁
部
―
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
体
部

―
ナ
デ
。

外
・
内
一
黒
色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。



― ミ ∞ ―

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
。
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

浅
鉢
体
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
一
褐
灰
色
～
淡
橙
色
。
内
一
灰
褐
色
。
断

―
浅
黄
橙
色
。
自
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)

や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃

石
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
の
一

部
に
黒
斑
。

浅
鉢
推
定
回
径 3
4.
0(
1/
5)

日
唇
部
に
突
起
。

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
黒
色
。
断
一
黒
褐
色
～
浅
黄
橙

色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に

記
載
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
推
定
回
径 3
0.
6(
1/
8)

国
唇
部
に
突
起
。

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
浅
黄
橙
色
～
黒
褐
色
。
内
一
灰
黄
褐
色

～
黒
褐
色
。
断
―
浅
黄
橙
色
。
第
5章
「
土

器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。
日
縁
部
内
外
面

に
黒
斑
。

浅
鉢
推
定
日
径 3
2.
2(
1/
8)

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
黒

褐
色
～
浅
黄
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の

砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
・

底
面
の
一
部
に
煤
。
粗
製
土

器
。

浅
鉢
推
定
日
径 2
7.
4(
1/
6)

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
～
褐
灰
色
。
断
―
浅
黄
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

14
8
浅

鉢
体
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
褐
灰
色
～
灰
褐
色
。
断
―
に
ぶ
い

橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
、
角

閃
石
(河
・ヽ
中
)や
や
多
量
を
含
む
。
生
駒

西
麓
。

焼
成
長
好
。
外
面
の
一
部
に

黒
斑
。

14
9
浅

鉢
体
部
稜
  
(1
/8
)

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
―
灰
褐
色
～
に
ぶ
い

橙
色
。
白
色
砂
粒
(刈
。ヽ
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
、
角

閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。



― ミ ト ー

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
 
調
 
・
 
胎
 
土

焼
成
・
備
考

浅
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
褐
灰
色
。
内
―
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
黒

褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中

・
大
)少
量
、
雲
母
(小
。
中
)や
や
多

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
黒
斑
。

粗
製
上
器
。

浅
鉢
口
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
褐
灰

色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
。

中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
推
定
口
径 4
2.
8(
1/
5)

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
口
縁
部
下
に
沈
線
。
口
縁
部
―

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
体
部
―
ナ
デ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
断
一
浅

黄
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
推
定
回
径 3
0.
8(
1/
6)

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
断
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
灰

褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」

に
記
載
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
・

内
面
の
一
部
に
黒
斑
。

浅
鉢
体
部
稜
  
(1
/6
)
面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
・
断
―
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
土

の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

浅
鉢
稜
  
 (
1/
6)

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
黒
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い
褐

色
。
断
―
浅
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)微
量
、
角
閃

石
(狙
・ヽ
中
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
、

内
面
の
一
部
に
煤
。

浅
鉢
口
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。

白
色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)

少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。



― ミ い ―

遺
物

番
号
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

浅
鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
―
橙
色
。
自
色
砂
粒

(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
―
浅
黄
橙
色
。
白
色

砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)微
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)微

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
断
―
橙
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
日
縁
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
。
内
一
黒
色
。
自
色
砂
粒

(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
。
中
)微

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)微
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
口
縁
部
～
体
部
破
片
外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
黒
褐
色
。
内
一
黒
色
。
断
―
浅
黄
橙
色

第
5章
「
土
器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」に
記
載
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

16
2
浅

鉢
体
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
黒
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
体
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一
黒
褐
色
。
断
―

橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」

に
言己
葦党
。

焼
成
長
好
。

16
4
浅

鉢

推
定
口
径
28
.6
(1
/8
)

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
～
灰
褐
色
。
断
―
浅
貢
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母

(小
・
中
)微
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)微

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
黒
色
磨
研
。

浅
鉢
推
定
口
径
12
.5
(1
/8
)

面 面

外 内

ナ
デ
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
明
赤
褐
色
。
自
色
砂
粒
(小

・
中
・
大
)多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量

を
含
む
。

焼
成
良
好
。
底
部
内
面
の
一

部
に
黒
斑
。



― ミ ω ｌ

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
 
調
 
・
 
胎
 
土

焼
成
。
備
考

浅
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒

褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
の
一

部
に
黒
斑
。

浅
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
―
浅
黄
橙
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)

微
量
、
角
閃
石
(小
)微
量
を
含
む
。
生
駒

西
麓
。

焼
成
良
好
。

浅
鉢
日
縁
部
破
片

日
唇
部
に
B突
起
。

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒

褐
色
～
赤
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)や

や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石

(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
に
黒

斑
。

浅
鉢
口
縁
部
～
体
部
破
片

補
修
孔
1個
あ
り
。

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
。
内
―
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
に
ぶ
い
黄
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
。
中
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)

少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
、

内
面
の
一
部
に
黒
斑
。

17
0
浅

鉢
口
縁
部
～
底
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
の
ち
、
円
弧
状

の
集
合
沈
線
。

内
面
 
ナ
デ
。

に
ぶ
い
橙
色
。
自
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)

や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃

石
(小
。
中
)少
量
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
長
好
。
底
部
外
面
の
一

部
に
黒
斑
。

鉢
体
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
の
ち
、
七
宝

文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
断
―
に

ぶ
い
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)少

量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

浅
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
口
縁
部
下
に
突
帯
張
り
付
け
。

ナ
デ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
。
大
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。



― ミ ー

物 号
還 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
。
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

ミ
ニ
チ
ュ
ア

深
  
鉢
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、
角

閃
石
(小
・
中
)微
量
を
含
む
。

焼
阪
艮
好
。

17
4

９ ・
日
縁
部
破
片

日
唇
部
に
B突
起
、
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
口
縁
部
―
沈
線
、
沈
線
間
に
刺

突
文
。
体
部
一
縄
文
LR
施
文

の
の
ち
、
沈
線
。
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
断
一

浅
黄
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。

?
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
B突
起
、
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
口
縁
部
―
沈
線
、
沈
線
間
に
刺

突
文
。
体
部
―
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙

色
～
灰
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫

観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

９ ・
日
縁
部
破
片

日
縁
端
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
灰
褐
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

9
口
縁
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
一
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
土

の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

17
8

？ ・
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐

色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の

砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

17
9

?
破
 
片

面 面

外 内
羊
歯
状
文
。

ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
内
一
橙
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。
焼
成
良
好
。

?
体
部
破
片

線 デ

沈 ナ

面 面

外 内
沈
線
間
に
刺
突
文
。
外
・
内
。
断
―
黒
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。



― ミ ∞ ―

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 
伽
)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
。
備
考

?
体
部
破
片

外
面
沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。
縄

文
LR
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面

外
。
内
一
黒
褐
色
。
断
―
褐
灰
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

9
体
 
部
 (
1/
6)
外
面
 
沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。
縄

文
LR
心

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
灰
艮
好
。

9
体
部
破
片

外
面
 
羊
歯
状
文
。
縄
文
RL
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
～
灰
褐
色
。
内
―
に

ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
赤
彩

痕
。

?
体
部
破
片

面 面

外 内

沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。

ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
外
―
灰
褐
色
。
内
・
断
―
黒
褐
色
ん
に
ぶ
い

黄
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
艮
好
。

?
底
部
 (
完
存
)

面 面

外 内
縄
文
RL
。

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
～
黒
色
。
内
一
黒
褐

色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に

記
載
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

浅
  
鉢
口
縁
部
破
片

線 デ

沈 ナ

面 面

外 内
沈
線
間
に
刺
突
文
。
外
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一
褐
灰
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」に
記
載
。

焼
成
良
好
。

浅
  
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
灰
艮
好
。

浅
  
鉢
日
縁
部
破
片

外
面
 
縄
文
RL
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
断
―
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一

黒
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
体
部
下
半
に
黒

斑
。

?
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
無
節
R。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
黒
色
～
暗
赤
灰
色
。
内
一
明
赤
褐

色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に

記
載
。

焼
成
良
好
。

?
体
部
破
片

外
面
 
沈
線
、
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
土

の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
灰
艮
好
。



― ミ Φ Ｉ

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

？ ・
体
部
破
片

線 デ

沈 ナ

面 面

外 内
縄
文
LR
。

外
・
内
一
褐
灰
色
。
断
―
黒
褐
色
～
灰
褐

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母

(旭
・ヽ
中
)微
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

?
体
部
破
片

外
面
 
沈
線
、
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
一
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

９ ・
体
部
破
片

線 デ

沈 ナ

面 面

外 内
縄
文
無
節
R。

外
・
内
・
断
―
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
黄
橙
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」に
記
載
。

焼
成
良
好
。

お υ
？ ・
体
部
破
片

外
面
 
沈
線
、
縄
文
無
節
R。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
褐
灰
色
。
白
色
砂
粒
(小
。

中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

9
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
～
橙
色
。
第
5

章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

？ ・
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
暗
赤
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い
褐
色
。
断
―

に
ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫

観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

９ ・
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土

器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

19
8

？ ・
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
。
内
一
黒
色
。
断
―
黒
色
～
浅

黄
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

？ ・
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記

載
。

焼
成
良
好
。

20
0

？ ・
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
の
の
ち
、
一
部
ナ
デ

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
―
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
明
褐
灰
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記

載
。

焼
成
良
好
。



― ∞ ０ １

物 号
慮 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

？ ・
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
一
灰
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い
橙
色
。
断
一
黒

色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の

砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

？ ・
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
。
内
・
断
―
褐
灰
色
～
正
ぶ
い

褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」

|こ
ヨ己
華茂
。

焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
に

煤
。

?
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
―
黒
褐
色
:白

色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
)微

量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

９ ・
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
明
赤
褐
色
。
内
一
灰
褐
色
。
断
―
に
ぶ

い
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
の

一
部
に
煤
。

20
5

9
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
～
褐
灰
色
。
内
・
断
―
灰
褐
色
。

第
5章
「
土
器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

9
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
無
節
L。

ナ
デ
。

外
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
福
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

20
7

9
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
無
節
R。

ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
～
灰
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い
赤
褐

色
。
断
―
黒
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂

礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

?
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
RL
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
密
:響
耳 量
墾尾
上哲
5振
褻 基
f岳
艶 載
。 |焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
に

煤
。

９ ・
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
黒
褐
色
。
断
―
明
褐
灰
色
。
第
5

章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
RL
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
褐
灰
色
。
断
―
明
褐
灰
色
。
第
了

章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。
焼
成
良
好
。

体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
無
節
R。

ナ
デ
。

釜:
警
耳 上
黛 枯
重霞
縁 巖
窪 療
町

焼
成
良
好
。



― ∞ ド ー

物 号

遺 番
器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

9
体
部
破
片

外
面
 
結
節
縄
文
。
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
―
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
浅
黄
橙
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。
焼
成
良
好
。

?
体
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
の
の
ち
、
結
節
縄
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
黒
褐
色
。
内
一
褐
灰
色
。
断
―
に
ぶ
い

橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」

|こ
こ己
薄虎
。

焼
成
良
好
。

9
体
部
～
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
RL
。

ナ
デ
。

外
―
橙
色
。
内
・
断
―
黒
褐
色
～
浅
黄
橙

色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に

記
載
。

焼
成
良
好
。
底
部
内
面
に
煤

21
5

士 霊
底
径
2.
6(
完
存
)

外
面
頸
部
下
に
沈
線
。
体
部
―
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。
底
部
―
ナ
デ
。

頸
部
下
、
体
部
に
粘
土
紐
接
合

痕
残
存
。
ナ
デ
。

内
面

外
―
浅
黄
橙
色
～
黒
褐
色
。
内
一
黒
褐
色
。

断
―
浅
黄
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂

礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

深
  
鉢
推
定
回
径 2
2.
2(
1/
5)

外
面
ナ
デ
の
の
ち
、
口
縁
部
下
に
ヘ
ラ

状
工
具
で
刺
突
を
め
ぐ
ら
す
。

ナ
デ
。

内
面

外
―
灰
赤
色
。
内
一
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
橙

色
。
断
―
黒
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の

砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

９ ・
日
縁
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
の
の

ち
、
日
縁
部
に
ヘ
ラ
状
工
具
に

よ
る
押
圧
。

内
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
黒
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
。
大
)や
や
多
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)

少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

９ ・
体
部
破
片

外
面
 
沈
線
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
福
色
。
第
5章
「
土

器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

深
  
鉢
日
縁
部
～
体
部
破
片

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ

状
工
具
に
よ
る
押
圧
。
体
部
―

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。

焼
成
良
好
。
内
面
の
一
部
に

煤
。



物 号

遺 番
器
種
法
 
量
(現
存
率
〉

(単
位
 c
ln
)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
鉢
口
縁
部
ん
体
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
の
の
ち
、
ヘ
ラ
状

工
具
に
よ
る
押
し
引
き
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の

砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。

深
鉢
日
縁
部
～
体
部
破
片

外
面
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
の
の

ち
、
ヘ
ラ
状
工
具
に

よ
っ
て
コ
の
字
状
の
刺
突
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面

外
・
内
一
黒
禍
色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

― ∞ 〕 ―



― ∞ ∞ ―

第
5層

初 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

22
4
深

鉢
推
定
口
径
87
.4
(1
/5
)

波
状
口
縁
。

外
面
 
日
縁
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)微
量
、

角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

錢
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
に

煤
。
日
縁
部
外
面
に
黒
斑
。

22
5
深

鉢
推
定
日
径
16
.6
(1
/3
)

波
状
口
縁
。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、

角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
、

日
縁
部
か
ら
胴
部
下
半
内
面

に
煤
。

鉢
深

推
定
日
径
18
.2
(1
/5
)

波
状
口
縁
。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)

少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
胴
部

外
面
に
煤
。

22
7

鉢
深

推
定
日
径
17
.2
(1
/4
)

ナ
デ
。

ナ
デ
。

面 面

外 内

外
―
灰
黄
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。

断
―
灰
黄
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫

観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
、
体
部
下
半
に
煤
。

鉢
深

推
定
口
径 4
2.
4(
1/
7)

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
、
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)

や
や
多
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)や
や
多
量

を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
に

煤
。

０ る
鉢

深
推
定
口
径
29
,4
(1
/5
)

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
、
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
褐
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
外
面
・

内
面
に
黒
斑
。

23
0

鉢
深

推
定
日
径
15
.6
(1
/5
)

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
、
体
部
一
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
一
褐
灰
色
。
内
・
断
一
灰
褐
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小

。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
に

煤
。



＝ 無 ―

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
 
調
 
・
 
胎
 
土

焼
成
・
備
考

鉢
深

推
定
回
径 3
0.
6(
1/
6)

国
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

・
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
證
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
に

煤
。
口
縁
部
内
面
に
黒
斑
。

23
2
深

鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
内
一
黒
色
。
白

色
砂
粒
(小
・
中
。
大
)少
量
、
雲
母
(小

。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を

含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
回
縁
部
外
面
、

内
面
に
煤
。

23
3
深

鉢
口
縁
部
破
片

波
状
口
縁
。

外
面
 
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
内
一
黒
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。
口
縁
部
外
面
に

黒
斑
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(0
字
)。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

。
中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

内
面
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
～
体
部
破
片

外
面
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。
肩
部
―
キ
ザ
ミ
メ
。

ナ
デ
。

内
面

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

28
6
深

鉢
口
縁
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
口
縁
部
下
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)

突
帯
貼
り
付
け
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
一
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

・
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
唇
部
に
黒

斑
。

鉢
深

推
定
底
径
4.
4(
1/
3)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
。
中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
下
半
外
面

に
煤
。



― ∞ 似 ―

物 号

這 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
 
調
 
・
 
胎
 
土

焼
成
・
備
考

23
8

鉢
深

底
径
5.
6(
完
存
)

外
面
 
体
部
一
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
の
の
ち
、
周
縁
の
み
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
・
断
―
灰
黄
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。
焼
成
良
好
。

23
9

鉢
深

推
定
底
径
6.
4(
1/
4)

外
面
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち
、

ナ
デ
、
底
部
―
ナ
デ
。

ナ
デ
。

内
面

外
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
褐
灰
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・

中
)微
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)微
量
を
含

む
。
生
駒
西
驚
。

焼
成
良
好
。

鉢
深

推
定
底
径
5.
0(
1/
2)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
内
一
黒
色
。
白
色

砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

24
1

鉢
深

推
定
回
径
33
.6
(1
/5
)

内
面

口
縁
部
下
に
突
帯
貼
り
付
け
。

日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

面
外

外
・
内
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
断
面
―
黒
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記

載
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

内
面
に
煤
。
日
縁
部
内
面
に

黒
斑
。

24
2

鉢
深

推
定
底
径
20
.0
(1
/
6)

外
面
 
口
縁
部
直
下
に
突
帯
貼
り
付
け
。

口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
黒
色
。
断
―
灰
オ
リ
ー
ブ
色
。
白

色
砂
粒
(小
。
中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

鉢
深

底
部
破
片

外
面

内
面

一 ア Ａ ア

ナ ナ

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
体
部
下
半
外
面

に
煤
。

鉢
深

底
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
。
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
底
部
内
面
に
煤



― ∞ ⇔ ―

物 号
遺 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

24
5

鉢
推
定
日
径
15
.2
(1
/6
)

外
面
 
日
縁
部
下
に
突
帯
貼
り
付
け
。

日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
灰
黄
褐
色
。
断
―

黄
灰
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。
体
部
外
面
。
内

面
に
煤
。

24
6

鉢
推
定
日
径 29
。
2(
1/
8)

補
修
孔
(両
面
穿
孔
)が
1孔
あ
り
。

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
日
縁
部
―
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
体
部

―
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
内
一
黒
色
。
断
―
灰
黄
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

刀 生
鉢

日
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
一
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
土

の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

鉢
口
縁
部
破
片

面 面

外 内

ナ
デ
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
白
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
灰
艮
好
。

24
9
浅

鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
―
灰
黄
褐

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
)少
量
、
角
閃
石
(小
)少
量
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。
ロ

縁
部
外
面
の
一
部
に
黒
斑
。

25
0
浅

鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
、
突
帯
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土

胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

浅
鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内

口
縁
部
下
に
突
帯
貼
り
付
け
。

口
縁
部
下
に
沈
線
、
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
)微
量
、
角

閃
石
(小
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

浅
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
口
縁
部
下
に
突
帯
貼
り
付
け
。

日
縁
部
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
内
一
黒
色
。
白
色
砂

粒
(小
。
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
長
好
。

25
3
浅

鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
日
縁
部
下
に
突
帯
貼
り
付
け
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
断
―
灰
黄
色
。

白
色
砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
)少
量
を
含
む
。

焼
成
艮
好
。



― ∞ ミ ー

物 号
還 番

器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
備
考

鉢
日
縁
部
破
片

日
唇
部
に
B突
起
。
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
口
縁
部
一
沈
線
、
沈
線
間
に
刺

突
文
。
体
部
―
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
黒
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

9
口
縁
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。

鎌
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
黒
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

25
7

?
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
B突
起
。

外
面
 
沈
線
、
沈
線
間
に
刺
突
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
灰
黄
褐
色
。
断
―
黒
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

?
体
部
破
片

線 デ

沈 ナ

面 面

外 内

沈
線
間
に
刺
突
文
。
外
一
黒
褐
色
。
内
・
断
―
灰
黄
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
)少
量
、

黒
色
砂
粒
(小
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

25
9

9
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
黒
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

9
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
LR
。
結
節
縄
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
第
5章
「
土

器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
艮
好
。

9
体
部
破
片

外
面
 
縄
文
RL
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
断
―
灰
黄
色
。
内
一
黒
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。
焼
成
良
好
。

26
2

?
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

外
・
内
・
断
―
黒
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
・
大
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)微
量
を

含
む
。

焼
成
良
好
。

26
3

?
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
一
黒
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
)少
量
、
雲
母
(小
)微
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。



― ∞ ∞ ―

物 号
還 番

器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
 
調
 
・
 
胎
 
土

焼
成
・
備
考

9
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
RL
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
第
5章
「
土

器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

?
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
白
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
)少
量
を
含

む
。

焼
灰
艮
好
。

深
  
鉢
口
縁
部
～
体
部
破
片

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ

状
工
具
を
押
圧
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

外
・
内
・
断
―
灰
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

26
7

９ ・
日
縁
部
～
体
部
破
片

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、
ヘ
ラ

状
工
具
に
よ
る
押
圧
。
体
部
―

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

燒
灰
艮
好
。



― ∞ Φ Ｉ

第
4層

物 号
還 番

器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

?
口
縁
部
破
片

外
面
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
沈
線

区
画
内
縄
文
RL
。

ナ
デ
。

内
面

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
第
5章
「
土
器

胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

26
9

9
口
縁
部
破
片

波
状
日
縁
。
外
面
に
粘
土
紐
接
合
痕
残

存
。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
黒
色
。
白
色

砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少

量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
の

一
部
、
日
縁
部
内
面
に
煤
。

深
  
鉢
推
定
回
径 3
5.
2(
1/
5)

波
状
日
縁
。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
断
一
灰
黄
褐

色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に

記
載
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
に
煤
。

深
  
鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
二
枚
貝
条
痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
黄
色
。
内
一
黒
色
。
白
色
砂
粒

(小
。
中
)少
量
、
雲
母
(小
)微
量
、
角

閃
石
(小
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

27
2
深
  
鉢
日
縁
部
破
片

二
棋
貝
条
厘
。

二
枚
貝
条
痕
。

血 面

外 内
外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)

少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少
量
含
む
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

煤
。

深
  
鉢
推
定
回
径 2
9.
2(
1/
6)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

面 面

外 内
外
・
内
・
断
―
灰
黄
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

上
半
外
面
に
煤
。
日
縁
部
～

体
部
内
面
に
黒
斑
。

深
  
鉢
推
定
日
径 3
8,
4(
1/
6)

口
縁
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

面 面

外 内
外
―
灰
責
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)

少
量
を
含
む
。
生
駒
西
鐘
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
に
煤
。

27
5
深
  
鉢
推
定
日
径 2
6.
4(
1
/6
)

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
の
の
ち
、
集
合

沈
線
。
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
外
面
の
一
部
に

煤
。
日
縁
部
外
面
に
赤
彩
。



１ ８ １

物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
。
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

27
6
深

鉢
口
縁
部
破
片

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

外
―
灰
黄
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)

少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

27
7
深

鉢
日
縁
部
破
片

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
褐
灰
色
。
内
・
断
―
黄
灰
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
～
体
部

外
面
に
煤
。

27
8
深

鉢
推
定
口
径 2
8.
0(
1/
5)

外
面

内
面

Ａ ア い ア

ナ ナ
外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
)微
量
、
角

閃
石
(小
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

煤
。

27
9
深

鉢
推
定
口
径 35
.2
(1
/5
)

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量

角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

煤
。

深
鉢
推
定
回
径 31
.4
(1
/6
)

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
内
一
黒
色
。
白
色
砂

粒
(小
。
中
・
大
)少
量
、
雲
母
(小
・

中
)微
量
、
角
閃
石
(小
)微
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
体
部
外
面
、
日

縁
部
～
体
部
内
面
に
煤
。

鉢
深

推
定
回
径

7.
6(
1/
4)

面 面

外 内
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

体
部
―
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
内
・
断
―
〆

色
。
白
色
砂
粒
(小
・
中
・
大
)や
や
多

量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閑
石
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。

焼
灰
艮
好
。

鉢
深

推
定
底
径 5
。
4(
1/
4)

外
面
 
体
部
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
の
ち
、
周
縁
の

み
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。



― 置 １

物 号
遺 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

28
3

鉢
深

推
定
底
径
4.
4(
1/
5)
含] 
4〕
F広
ぢ 〔
冒麒
Σ な
二峯
|

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
。
白
色
砂
粒
(小

中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
底
部
外
面
に
煤

鉢
深

径
 6
.0
(1
/2
)

底

内
面

体
部
―
ナ
デ
。
底
部
―
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
の
の
ち
、
外
縁
の
み
ナ
デ
。

ナ
デ
。

面
外

外
・
内
・
断
一
灰
白
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

28
5

鉢
深

推
定
底
径
6.
4(
1/
4)

外
面
 
体
部
一
板
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

底
部
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
―
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
黒
色
。
自
色

砂
粒
(小
・
中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
、
茶

色
砂
粒
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
長
好
。

鉢
深

推
定
底
径
7.
4(
1/
5)

外
面
 
体
部
―
ペ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
―

ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い
褐
色
。

白
色
砂
粒
(小
。
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲

母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)

少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

28
7

鉢
深

推
定
口
径
31
.4
(1
/6
)

日
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(V
字
)。
日
縁

部
下
に
キ
ザ
ミ
メ
(V
字
)。
突
帯
貼

り
付
け
。

外
面
 
日
縁
部
～
体
部
上
半
―
ナ
デ
。

体
部
中
位
―
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
一
灰
黄
褐
色
。
断
―
赤
褐
色
。
第
5

章
「
土
器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。
焼
成
長
好
。
日
縁
ヨ
`～
体
部

上
半
内
面
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(V
字
)。

外
面
 
口
縁
部
直
下
に
キ
ザ
ミ
メ
(D

字
)突
帯
貼
り
付
け
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
・
大
)少
量
、
雲
母
(小
)微
量
、
角
閃

石
(小
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
外
面
・

内
面
に
煤
。

28
9
深

鉢
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。
日
縁
部
下

に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)突
帯
貼
り
付
け
。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
断
―
黒
色
。
第

5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。
焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

黒
斑
。



Ｉ Φ ∞ ！

物 号
遺 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 
硼
)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

29
0
深

鉢
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)。

外
面
 
口
縁
部
下
に
キ
ザ
ミ
メ
(D

字
)突
帯
貼
り
付
け
。
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
内
一
黒
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
。
大
)少
量
、
石
英
(小
・

中
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
長
好
。
内
面
に
煤
。

深
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
日
縁
部
下
に
キ
ザ
ミ
メ
(D

字
)突
帯
貼
り
付
け
。
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
。
中
)や
や
多
量
、
茶
色
砂
粒
(小
・

中
)を
含
む
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

29
2
深

鉢
口
縁
部
破
片

外
面
口
縁
部
下
に
キ
ザ
ミ
メ
(D

字
)突
帯
文
。
ナ
デ
。

ナ
デ
。

内
面

外
・
内
・
断
―
灰
責
福
色
。
白
色
砂
粒
(小

中
・
大
)少
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、

角
閃
石
(小
。
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。

29
3
深

鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内

日
縁
部
下
に
突
帯
員占
り
付
け
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

中
。
大
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
・
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
含
む
。
生
駒

西
麓
。

焼
成
良
好
。

29
4
深

鉢
推
定
回
径
18
.8
(1
/6
)

口
縁
部
下
に
突
帯
貼
り
付
け
。

外
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
責
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
体
部
中
位
外

面
、
体
部
下
半
内
面
に
煤
。

日
縁
部
の
割
口
に
煤
。

29
5
深

鉢
口
縁
部
破
片

口
縁
部
直
下
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)突

帯
文
貼
り
付
け
。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
)微
量
、
角

閃
石
(小
)微
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

深
鉢
体
部
破
片

肩
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)突
帯
文
貼

り
付
け
。

外
面
 
口
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
一
灰
黄
褐
色
。
第
5章
「
土
器

胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
外
面
・

内
面
に
煤
。
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物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

29
7
深

鉢
体
部
破
片

肩
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)突
帯
文
貼

り
付
け
。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
白
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

深
鉢
日
縁
部
破
片

肩
部
に
キ
ザ
ミ
メ
(D
字
)突
帯
文
貼

り
付
け
。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
一
灰
黄
褐
色
。
第
5章
「
土
器

胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。

深
鉢
底
部
破
片

面 面

外 内

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

ナ
デ
。

外
・
内
一
灰
黄
色
。
断
一
灰
黄
褐
色
。
第
5

章
「
土
器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
推
定
回
径
9,
0(
1/
5)

面 面

外 内
粘
土
紐
接
合
痕
残
存
。
ナ
デ
。

板
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
自
色
砂
粒

(小
・
中
・
大
)少
量
、
雲
母
(小
)少

量
、
角
閃
石
(小
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
に
煤
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
推
定
日
径
5.
2(
1/
4)

面 面

外 内

ナ
デ
。
ナ
デ
。

外
。
内
・
断
―
黒
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃

石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。

30
2
浅

鉢
日
縁
部
破
片

面 面

外 内
ナ
デ
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
。
自
色
砂
粒
(小

。
中
)少
量
、
雲
母
(小
)少
量
、
角
閃
石

(小
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西
麓
。

焼
成
良
好
。
日
縁
部
内
面
に

煤
。

浅
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生

駒
西
鐘
。

焼
成
長
好
。

30
4
浅

鉢
日
縁
部
破
片

口
縁
部
直
下
に
突
帯
張
り
付
け
。

外
面
 
日
縁
部
―
ナ
デ
。
体
部
―
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
褐
色
。
自
色
砂
粒
(小
・

中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
。
中
)少
量
、

角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。
生
駒
西

麓
。

焼
成
良
好
。
外
面
・
内
面
に

煤
。
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物 号
遺 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

30
5
浅
  
鉢
日
縁
部
破
片

外
面
 
口
縁
部
下
に
突
帯
貼
り
付
け
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
黒
色
。
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂

粒
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
)少
量
を

含
む
。

焼
成
良
好
。

浅
  
鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
口
縁
部
下
に
突
帯
貼
り
付
け
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
・
断
一
赤
橙
色
。
白
色
砂
粒
(小
・

中
)や
や
多
量
、
雲
母
(小
)少
量
、
角
閃

石
(小
)少
量
を
含
む
。

焼
成
長
好
。

?
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
沈
線
文
。
沈
線
文
の
間
に
刺
突

文
。
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
灰
責
褐
色
。
第
5章
「
土
器

胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
外
面
。
内
面
に

煤
。

30
8

？ ・
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
沈
線
文
。
沈
線
文
の
間
に
刺
突

文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐
色
。
第
5章
「
土

器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
口
縁
部
外
面
の

一
部
に
黒
斑
。

９ ・
日
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
沈
線
文
。
沈
線
文
の
間
に
刺
突

文
。
縄
文
LR
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土

器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

９ ・
日
縁
部
破
片

日
唇
部
に
突
起
。

外
面
 
沈
線
文
。
沈
線
文
の
間
に
刺
突

文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。
焼
成
良
好
。

9
口
縁
部
破
片

口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
沈
線
文
。
沈
線
文
の
間
に
刺
突

文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
白
色
砂
粒

(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)少
量

を
含
む
。

焼
成
長
好
。

？ ・
体
部
破
片

外
面
 
沈
線
文
。
沈
線
文
の
間
に
刺
突

文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
内
・
断
一
灰
黄
色
。
第
5章
「
土
器
胎

上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
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物 号

遺 番
器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

？ ・
体
部
破
片

文 ｏ

緑 デ

沈 ナ

面 面

外 内
縄
文
LR
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

31
4

?
体
部
破
片

文 ｏ

線 デ

沈 ナ

面 面

外 内
縄
文
LR
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
白
色
砂
粒
(小

・
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

?
体
部
破
片

外
面
 
沈
線
文
。
縄
文
RL
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
内
・
断
―
黒
褐
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

31
6

?
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
夙
艮
好
。
困
向
に
爆
。

31
7

9
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土

器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
夙
艮
好
。

31
8

？ ・
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ナ
デ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
黄
橙
色
。
第
5章

「
土
器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。
内
面
に
煤
。

?
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
LR
。

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

外
・
内
・
断
―
灰
黄
褐
色
。
第
5章
「
土
器

胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
艮
好
。

9
体
部
破
片

面 面

外 内
縄
文
RL
。

ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
貢
橙
色
。
内
一
灰
貢
色
。
断
―

黒
色
。
第
5章
「
土
器
胎
土
の
砂
礫
観
察
」

に
記
載
。

焼
成
良
好
。

深
  
鉢
体
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
の
の
ち
、
竹
管
文
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
黄
褐
色
。
内
一
褐
灰
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」に
記
載
。

焼
成
良
好
。



S‐
P7

翻 謗
器
1種
法
量
鶴
欄

1蝉
位
■
m)

成
形
・
調
整

色
 
調
 ・
 
胎
 
上

焼
成
構
考

32
2

重
推
定
口
径 班
2(
1/
3J

口
唇
郡
に
櫛
描
列
点
鬼

外
面
、
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
、
欄
噛
壇
線

文
。

内
面
 
指
押
さ
え
、
ナ
デ
。

に
,ぶ
Ⅲ
剛
義
.第
0章
「
上
器
胎
と
の
砂
礫

替
蕩
珈
|に
証
壌
艦

焼
1卿
。

― 協 ―
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第
2層

物 号
還 番

器
 
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
・
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

深
  
鉢
口
縁
部
破
片

口
縁
端
部
に
キ
ザ
ミ
メ
。

外
面
 
ナ
デ
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
灰
褐
色
。
内
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。

雲
母
(小
・
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・

中
)少
量
、
長
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。

焼
成
良
好
。

深
  
鉢
頸
部
破
片

外
面
 
ナ
デ
。
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
圧

痕
。

内
面
 
ナ
デ
。

外
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
一
褐
灰
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」に
記
載
。

焼
成
良
好
。
原
下
層
式
。

士 霊
推
定
回
径 2
0.
4(
1/
4)

外
面
口
縁
端
部
―
扇
形
文
。
頸
部
一

櫛
描
文
の
の
ち
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面

外
・
内
一
赤
灰
色
～
に
ぶ
い
橙
色
。
断
―
に

ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
志

甕
底
径
9.
2(
完
存
)
内
面

体
部
―
ハ
ケ
の
の
ち
、
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
。
底
部
―
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

体
部
―
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
底
部
―

ナ
デ
。

面
外

外
―
黒
色
～
赤
裾
色
。
内
・
断
―
赤
黒
色
～

に
ぶ
い
橙
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫

観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

甕
底
径
10
.E
(完
存
)

体
部
・
底
部
―
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

体
部
・
底
部
―
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

面 面

外 内
外
―
褐
灰
色
～
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
―

明
赤
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
土
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

甕
底
径
7.
6(
完
存
)

体
部
・
底
部
―
ナ
デ
。

体
部
・
底
部
―
指
押
さ
え
、
ナ

「

。

面 面

外 内
外
・
断
―
灰
褐
色
～
に
ぶ
い
褐
色
。
内
一
黒

褐
色
～
灰
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂

礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。

甕
底
径

／
／

外
面

内
面

一゙ ア い ア

ナ ナ

外
・
内
―
に
ぶ
い
褐
色
。
断
―
褐
灰
色
～
に

ぶ
い
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

33
0

士 霊
口
縁
部
破
片

外
面
 
口
縁
端
部
―
簾
状
文
(左
回

り
)。
頸
部
―
ナ
デ
。

内
面
 
ハ
ケ
。

外
・
内
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

璽
頸
部
破
片

外
面
 
櫛
描
直
線
文
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
赤
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。

第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記

載
。 
  
  
  
  

、

焼
成
良
好
。
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物 号
遺 番

器
種
法
 
量
(現
存
率
)

(単
位
 c
m)

成
形
。
調
整

色
調
・
胎
土

焼
成
・
備
考

士 霊
頸
部
破
片

文 ｏ

状 デ

簾 ナ

面 面

外 内
外
―
明
褐
色
。
内
・
断
―
赤
灰
色
。
第
5章

「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
長
好
。

鉢
胴
部
破
片

外
面
口
縁
端
部
は
簾
状
文
。
体
部
は

簾
状
文
の
の
ち
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
面

外
・
内
一
橙
色
。
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
第
5

章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

鉢
口
縁
部
破
片

外
面
 
日
縁
端
部
―
櫛
描
波
状
文
。
体

部
―
簾
状
文
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
・
内
一
褐
灰
色
～
明
褐
色
。
断
―
褐
灰

色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に

記
載
。

焼
成
良
好
。

高
  
郭
口
縁
部
破
片

面 面

外 内
体
部
―
櫛
描
列
点
文
。

体
部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

外
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色

～
灰
褐
色
。
第
5章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観

察
」
に
記
載
。

焼
成
良
好
。

高
  
郭
日
縁
部
破
片

外
面
口
縁
部
―
櫛
描
列
点
文
。
体
部

―
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

日
縁
部
―
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
―

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面

外
・
断
―
に
ぶ
い
橙
色
。
内
一
橙
色
。
第
5

章
「
土
器
胎
上
の
砂
礫
観
察
」
に
記
載
。

焼
成
艮
好
。

33
7
土
製
円
盤
径
 
約
5.
3

面 面

外 内

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

ナ
デ
。

外
・
断
―
褐
灰
色
。
内
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。

長
石
(小
・
中
・
大
)や
や
多
量
、
雲
母

(小
。
中
)少
量
、
角
閃
石
(小
。
中
)少

量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。
弥
生
土
器
甕
を

再
利
用
。

33
8
土
製
円
盤
径
 
約
4.
4

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
一
黒
褐
色
。
内
・
断
―
褐
灰
色
。
長
石

(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・
中
)少

量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含
む
。

焼
成
良
好
。

38
9
土
製
円
盤
径
 
約
3.
3

外
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

外
―
に
ぶ
い
赤
褐
色
。
内
・
断
―
に
ぶ
い
褐

色
。
長
石
(小
・
中
)少
量
、
雲
母
(小
・

中
)少
量
、
角
閃
石
(小
・
中
)少
量
を
含

む
。

焼
成
長
好
。



2.石  器

(a)落ち込み (SO)1出土土器

スクレイパーが 1点出土している。

明瞭な刃部は作られていないが周辺

部の 2ケ所のみに使用痕がみられる。

「使用痕を有する剰片」としたほう

が良いかもしれない。石質はサヌカ

イトである。

0                                 10 cm

第42図 落ち込み (SO)1出 土石器

(b)土器集積 (SW)1出土土器

石鏃27点 (未製品)、 石錐 2点、スクレイパー 4点、ピエスエスキーュ20点、打製石

斧 1点。石棒 1点、石刃 1点、石錘 3点、敲打器 1点、磨石 1点の計62点が出土してい

る。

石  鉄

27点全点図化した。S2～ S14は基部がわずかにくばんでいる凹基三角鏃である。S

15～ S17の 3点は平基三角鏃である。 S18は基部が欠損しているために形態がはっきり

しないが、三角鏃と思われる。 S19～ S24は五角鏃である。いずれも基部がゆるく彎曲

する特殊な形態である。 S26～ S28は仕上げを施される前に製作を放棄された未成品で

ある。石鏃の石質はいずれもサヌカイトである。

石  錐

S30は逆三角形の形態をもつ石錐である。先端部がごくわずかに磨耗している。図化

していないもう1点は、先端部の小破片である。石質は両方ともサヌカイトである。

スクレイパー

S31・ S32・ S34の 3点は平面形態が三角形を呈し、その一辺に刃がつくられている。

3点とも横長剰片を利用しており、刃の反対側を厚くつくって縦断面が細長い三角形を

呈すのも共通している。 S31は破損品である。 S32は隅丸長方形の横長剖片の二辺に刃

をつくっている。石質は4点ともサヌカイトである。

ピエスェスキーュ

S34・ S35。 S37。 S39。 S41は剪断面をもつピエスエスキーュである。この剪断面

は20点中10点にみられた。また、 S40。 S41のように、大形品には上下両端の階段状劉

離が少ないのが特徴である。石質はいずれもサヌカイトである。

打製石斧

S42は刃部が欠損している打製石斧で、側縁に「つぶし」はみられない。加工から推
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第43図 土器集積 (SW)1出土石器(1)
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0                                            10 cm

第44図 土器集積 (SW)1出 土石器(動
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0                                            10 cln

第45図 土器集積 (SW)1出 土石器131
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第47図 土器集積 (SW)1出土石器(51

定すると、景J片石器ではなく石核石器のようである。

磨製石斧

S43は断面が楕円形の乳棒形磨製石斧である。仕上げは雑で、ところどころ整形加工

である敲打痕が残る。石質は輝緑岩である。図化していない 1点は刃部部分がうすく剰

離した小破片である。石質は輝緑岩である。

石  棒

S44は断面が楕円形を呈する。頭部に文様はみられない。石質は点紋片岩である。

石  刀

S45は石刀の先端部分の破損品である。破損が著しく、断面から石刀ではないかと推

定した。表面に仕上げの痕と思われる線条痕がみられる。石質は頁岩である。

石  錘

3点とも扁平な亜角礫を用い、長軸上の両端に打撃を数回加えて凹部をつくっている。

S46は熱によって表面が変色している。 S46の石質は砂岩、 S47は輝石安山岩、 S48は

礫質砂岩である。

敲 打 器

-104-



細長くて扁平な亜角礫の長軸上の両端に敲打痕がみられる。石質は菫青石ホルンヘル

スである。

磨  石

楕円形の円礫を利用して磨石にしている。熱を受けて表面が変色している。石質は砂

岩である。

(c)第 5層出土石器

石鏃19点 (未成品 2点)、 石錐 1点、スクレイパー 3点、ピエスエスキーユ22点、敲

打器 1点の計46点が出土している。

石  鏃

S51～ S60は三角鏃である。 S51～ S55は基部が大きくくばんでいる凹基に対し、S

56～ S60は土器集積 (SW)1の石鏃と同様にわずかに彎曲する凹基である。 S61は五

角鏃であるが、飛行機鏃に近い形態をもつ。 S62は S25と同様の形態をもつと思われる。

S63～ S65は破損品であるが、 S63が三角鏃、S64・ S65が五角鏃と推定される。 S66・

67は未成品である。石質はいずれもサヌカイトである。

石  錐

S68は先端部に簡単な調整を施しただけの、逆三角形の形態をもつ石錐である。石質

はサヌカイトである。

スクレイパー

S69は S31es32と 同じ三角形のスクレイパーである。 S70は素材の凹みをそのまま利

用している。 S71は丁寧な刃部加工をしている。石質はいずれもサヌカイトである。

ピエスエスキーユ

S72・S73は じめとして 5点が剪断面を持つ。 S80～ S84は剪断面を打面として利用し

ていたと思われる。そのため、いずれも平面形態が三角形、台形を呈す。このうち 4点

が近接した地点から出上していることも注目に値する。石質はいずれもサヌカイトであ

る。

敲 打 器

頭頂部と、底面部の周辺に敲打痕が集中する。形態が、東日本で縄文時代早期に盛行

するスタンプ形石器に類似するが、系統は異なるものと思われる。石質はサヌカイトで

ある。

(d)第 4層出土石器

石鏃23点 (未成品 3点)、 石錐 1点、スクレイパー 2点、ピエスエスキーユ21点、磨

製石斧 2点、石錘 1点、磨石 1点の計51点出上している。
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第48図 第 5層出土石器 (1)

-106-

Λ‖≦sv A‖愈s開 △‖As詢

罰
―Ｉ

Ｎ

聯

聯

喩

Ｖ



園
岬

b回 0ヽ選
0                                            1o cln

第49図 第 5層出土石器(2)
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第50図 第 5層出土石器儒)
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10 cm

第51図 第 5層出土石器(り

S86～ 95は基部がゆるく彎曲する凹基三角鏃で、 S96・ S97は平基三角鏃である。S98

～S100は破損品であるが、いずれも三角鏃と思われる。 S101は有茎三角鏃で、調整

が簡単なのが特徴である。 S102は尖基形石鏃で、S103も同様の形態と思われると S

104～ S107は未成品である。石質はいずれもサヌカイトである。

石  錐

S108は逆三角形の形態をした石錐である。先端部が少し磨耗しており、わずかに光

沢をもつ。石質はサヌカイトである。

スクレイパー

S109は下半部の欠損したサイドスクレイパーである。上端の凹みは加工によってで

はなく、自然にできていたものである。 S l10は縦長期片を利用し、簡単な調整で刃を

つくりだしている。石質は両方ともサヌカイトである。
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第52図 第 4層出土石器 (1)
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第53図 第 4層出土石器(動
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?                                             40 Cm

第54図 第 4層出土石器(3)

ピェスェスキーュ

S101～ S l17は剪断面をもつピエスエスキーュである。S122は S80～ S84と同様
の剪断面を打面として利用している。石質はすべてサヌカイトである。

磨製石斧

S123は片面にだけ稜をもつ定角形磨製石斧である。稜をもつ面はきれいに磨き上げ

られているが、反対側の面は敲打したままである。石質は玄武岩質凝灰岩である。 S

124は断面が楕円形の乳棒形磨製石斧である。各面とも中央部が磨かれているのが特徴

である。石質は輝緑岩である。

石  錘

S125は亜角礫を用いた石錘で、半分が欠損している。石質は砂岩である。

磨  石

S126はやや肉厚の亜角礫を用い、片面の中央部に顕著な磨耗部がみられる。石質は
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0                                 1o cm

第56図 小穴 (SP)7出土石器

(f)第 2層出土石器

石錐 1点、スクレイパー 1点、

いる。

石  錐

0       ~~                   10 cm

4層出土石器14)

砂岩である。

河ヽ穴 (sP)7出土石器
スクレイパーの破損品が 1点出上している。 S30

や S33と同じ形態をもつスクレイパーの先端部と思

われる。石質はサヌカイトである。

ピェスェスキーュ 2点、石錘 1点の計 6点が出土 して
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S131

0                                          10 cm

第57図 第 2層出土石器

S128は柳葉形の石錐である。先端部が磨耗し、光沢をもつ。石質はサヌカイ トであ

る。

スクレイパー

S129は平面形態が三角形を呈するスクレイパーである。簡単な調整で刃をつくりだ

している。石質はサヌカイ トである。

ピェスェスキーュ

2点とも剪断面をもつピエスエスキーュである。石質はサヌカイトである。

石  錘

偏平な亜角礫の長軸上の両端に調整を加えて石錘にしている。石質は礫質砂岩である。

3,植物遺存体

土器集積 (SW)1か ら材木片 2片、種子 1個が出土 した。材木片は針棄樹と広葉樹で、

種子は常緑のカシ類 eノ cιο・ bαぬれOpsど s)の子葉である。
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4.動物遺存体

出 土 種 名 表

魚 類 Class Pisces

タイ科の一種 Sparidae

哺乳類 Ctass Mallllalia

奈良国立文化財研究所  松 井 工早

gen  et  sp. indet.

ニホンジカ c9pvs れゎοοれ TEMMINCK

イノシシ SEs scrωし lCucomystax LINNAEUS

筆者の手元に搬入された動物遺存体は、出土時の小さな単位毎に取り上げられたもので、

その単位から、おおよその出土状態が推定可能である。それらの動物遺存体は縄文晩期の

土層から、多くの上器破片と共に出上したものである。骨には、この様な遺跡ではありが

ちな青いビビアナイトの析出は見られない。しかし、大部分が土中で腐食して、原形を保

って取り上げられたものは皆無に近い。その中でも、イノシシやニホンジカの口歯、切歯

のエナメル部、ニホンジカの鹿角は腐食に強く、かなりの点数が本来この遺構に埋没して

いたことを示す。

同定できた動物種では、ニホンジカが圧倒的に多く、イノシシがそれに続く。その他で

はわずかにタイ類の歯骨、あるいは前上顎骨の破片が 1点同定できただけである。以下、

その概要と考察を述べる。

それぞれの種の部位別の出土量を見ると、ニホンジカでは、歯、特に臼歯の破片が多い

ことに気が付く。しかも、発掘時に取り上げられた単位を見ると、数個体、あるいは顎骨

の破片を伴う例が多く、本来は上下の顎骨に植わった状態で埋没していたものが多かった

と考えられる。それに続いて鹿角の破片も多い。歯のエナメル質も鹿角も、腐食に対して

強く、残りやすい部位であることは事実であるが、指骨、手根骨、足根骨なども同様に残

りやすい部位である。それにもかかわらずそれらは残っていない。やはり、元来からこの

土坑にはニホンジカの頭部が多く存在した可能性を示す。イノシシもまた臼歯のエナメル

質が多いことが挙げられる。しかしその数はニホンジカに比べると非常に少ない。概して、

東日本ではニホンジカがイノシシに比べて多く、西日本では逆になる傾向があるが、この

遺構からの出土状態が、なんらかの人間の文化的な選択を示しているとすれば興味深い。

従来、畿内の縄文、弥生時代の遺跡出土の動物遺存体は、貝塚、濤、井戸の埋土からの

例が大部分で、今回のように、土坑から多量の上器と共に出上したものは少ない。同定で

きなかった小破片にも火熱を受けたことが明瞭な例が少なくなく、他の遺跡でのこれまで

の例とは異なる。今後、他の出土遺物との平面的な分布と考え併せ、考察を行いたい。
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出 上 位 置 種 類 部位 :左 右 :概 要 備 考
土器集積(SW)1 ニホンジカ 肩甲骨 右 遠位端

土器集積(SW)1
ニホンジカ 下顎骨第-3後臼歯 左
イノシン 顕骨 右 体部破片

土器集積(SW) ニホンジカ 上顎骨 左 臼歯破片
土器集積(SW) イノンシ 下顎 臼歯破片
土器集積(SW)1 ニホンジカ 上顎 臼歯破片 右 ×2
上器集積(SW) イノンシ 上顎第 2後臼歯破片 摩耗激しヽ

土器集積(SW) ニホンジカ 上顎臼歯破片 ×3
土器集積(SW) ニホンジカ 肩甲骨 右 破片

土器集積(SW)1 ニホンジカ
中手 又は 中足骨

近位端破片

イノシン 切歯破片

土器集積(SW)1
ニホンジカ

中手 又は 中曇ε端破片
土器集積(SW) イノンシ 上顎骨 右 破片
土器集積(SW) ニホンジカ 上顎臼歯破片

土器集積(SW) ニホンジカ 距骨 右
土器集横(SW) ニホンジカ 肩甲骨 右
土器集積(SW) ニホンジカ 上顎臼歯破片

上器集積(SW) ニホンジカ 鹿角片

土器集積(SW) イノンシ 切歯破片

土器集積(SW) ニホンジカ 肩甲骨 右 切傷有り

土器集積(SW)と
イノシン 下顎骨 左
ニホンジカ 上顎骨 右 第2、 3後臼歯 案

3後臼歯

土器集積(SW)1 ニホンジカ 尺骨 右

土器集積(SW)1
ニホンジカ 中手、中足骨破片

イノシシ 切歯 破片 × 2本分

土器集積(SW)J
イノシシ

ユホンジカ

下 第 2後臼歯

上 自歯破片 左

磨耗無し

土器集積(SW)1 イノシシ 第 3後臼歯 左
土器集積(SW)1 ニホンジカ 下顎臼歯破片

土器集積(STV9 1

ニホンジカ 鹿角片
臼歯破片多数

イノシン
奇醤破片 臼歯破片多数

♂

土器集積(SW)1 ニホンジカ 鹿角片

土器集積(SW)1 ニホンジカ 臼歯破片

土器集積(SW)l ニホンジカ 片
片
破
破
歯
角
口
鹿

土器集積(SW)1
ニホンジカ 鹿角破片

ニホンジカ 下顎骨 左 破片
土器集積(SW)1 ニホンジカ 臼歯破片

土器集積(S‖)1 ニホンジカ 上顎臼歯破片 左
第 3後臼歯

土器集憤(SW)1

ニホンジカ
歯衝口歯 左

ニホンジカ
善ど鼻警板臼雹 第3前臼M3摩耗なし

第 3表  動 物 遺 存 体 一 覧 表

出土 位 置 種 類 部位 :左 右 :概 要 備 考

土器集積(SW)1 ニホンジカ 鹿角破片

土器集積(SW)1

イノシン 上第 3後臼歯 左 摩耗少な七

エホンジカ
器心尾根骨 宅

土器集積(Sの 1 ニホンジカ 下角 角座部 右
上器集積(SW)1 ニホンジカ 距骨 右

上器集積(SW)1

ニホンジカ 左
歯
左
歯

臼
　
臼

鞠
軽

上
第
上
第

第 2前日歯―

第 2前臼歯―

歯臼

片

前
中
破

４
出
て

第
萌
全

ニホンジカ 臼後
し
３
無
一
耗
２
摩
第
歯臼

右
後
骨
第
顎上
歯

タイ類 歯骨破片

土器集積(SW)1 イノンシ 下顎骨 左 破片 歯無し
土器集積(SW)1 ニホンジカ 鹿角破片

土器集積(SW)1

ニホンジカ 下

雷轡
選破存 鋒 ♀-3後

甲阜骨 乞 遠位端
土器集積(SW)1 イノンシ

壽畠鶴臼緩片 2 共に左

土器集積(SW) ニホンジカ 上顎臼歯破片

土器集積(SW)1 ニホンジカ 臼歯破片

土器集積(SW) ニホンジカ 臼歯破片

土器集積(SW) ニホンジカ 鹿角破片 摩耗

上器集積(SW)J イノンシ
耳署ε左 第

3後臼歯破

土器集積(SW)1 イノシン 第 1、 第 3後臼歯 破片
土器集積(SW)1 ニホンジカ 日歯 破片

土器集積(Sの 1 ニホンジカ 上顎臼歯破片

土器集積(Sり 1 ニホンジカ 上顎骨破片

第 層 ニホンジカ 下顎日歯破片

第 層 ニホンジカ
困詈
臼
磐
破片 第 2-3後

第  5  層 ニホンジカ 上顎骨破片
第  5  層 ニホンジカ 臼歯破片
第  5  層 ニホンジカ 臼歯破片
第 4 層 ニホンジカ 丁覆目醤破毎

4前臼歯―第伴客写歯破

第 4 層 ニホンジカ 臼歯破片 未萌出

第 4 層 ニホンジカ 中手・中足骨破片 遠位端
第 4 層 ニホンジカ

覇評第
2-3後臼歯 右

第 4 層 ニホンジカ
考
顎 第 1-3後 臼歯破片

側滲層位不明 ニホンジカ 鹿角破片

側濤層位不明 ニホンジカ
を覆景澤 零造冒

臼
壇こ需総て破片

側濤層位不明 ニホンジカ 下顎骨破片
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第 4章 ま と

今回の調査区では弥生時代の遺物包含層は既に破壊されていたが、その下層に存在する縄文

時代の遺物包含層を検出することができた。恩智遺跡は縄文時代から始まる遺跡であることは

今里幾次氏によって戦前から指摘されており (註 1)、 恩智川調査区でも二次堆積層出上の縄

文時代前期から晩期の土器の報告がされている (註 2)が、恩智遺跡で縄文時代の遺物包含層

を面的に調査できたのは今回の調査が初めてであった。本調査地の第 4層から第 6層からは主

に縄文時代晩期中葉の土器が出土したが、恩智川調査区で出上した縄文時代前期の上器はみら

れないこと、摩滅した後期の上器が晩期の包含層にふくまれていること、層位の検討等から第

6層の下層にも間層をはさんで遺物包含層が存在していると考えられることから、この調査地

付近での遺跡の開始は今回の調査で検出した縄文晩期をはるかにさかのぼるものと思われる。

本調査地の第 4層から第 6層は縄文土器破片を多量に含んでいたが、第 6層には特に土器廃

棄に伴う多量の上器破片が集中していた (土器集積 1)。 この集積には土器の他に多量の獣骨

が含まれていたが、その出土状況から食べかすの骨を上器とともに廃棄したものであろうと思

われる。また、祭祀的性格をもつミニチェア土器・ 土製品・石棒が含まれていたことより、廃

棄に伴うなんらかの祭祀が行なわれたと考えられる。このような土器捨て場は普通集落の縁辺

にみられること (註 3)や、調査地の北方に土器集積が続くことから、集落の中心は「天王の

社」方向に存在したものと思われる。

また、本調査地では縄文時代晩期前半の滋賀里 王・ 正式の上器はほとんど出上しておらず、

恩智川調査区でも同様にこの時期の上器は 1片 も出土していないことから、滋賀里 I・ I式は

恩智遺跡では主体的に存在していないものと考えられる。なお、恩智遺跡の南方 1.5 kmに位置

する柏原市大県遺跡では滋賀里 I・ 正式の上器が多量に出上しており、恩智遺跡で多量に出土

した滋賀里Ⅲ式の土器はほとんどみられない。また、恩智遺跡と大県遺跡は距離もあまり離れ

ていないことから、縄文時代においてはこの両遺跡は補完関係にあったものと思われよう。

第 6層・ 第 5層 と同様に縄文時代晩期滋賀里Ⅲb式の上器を多量に含む第 4層か滋賀里Ⅳ式

・船橋式・長原式の上器も少量含まれており、ほそぼそではあるが長原式まで遺跡が営まれて

いることがうかがわれる。また、第 4層の上層には長原式の時期に起こった山の上砂崩れによ

る粗砂の堆積がみられた。なお、土砂崩れののち本調査地では大部分が破壊されていたが、本

調査地周辺では長原式以降も遺跡は営まれており、第 2層の出土土器や周囲の調査地の状況か

ら弥生時代中期に恩智遺跡は大発展するものと考えられる。
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註

1.今里幾次『河内恩智の縄文土器』『日本考古学』 1-3(1948)

2.瓜生堂遺跡調査会『恩智遺跡 I・ Ⅱ』 (1980)

3.長野県阿久遺跡、山梨県釈迦堂遺跡などの例がある。
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第 工早 土器胎上の砂礫観察

八尾市立刑部小学校  奥 田   尚

1.は  じ め に

土器の表面に見られる砂礫を裸眼と倍率30倍の実体鏡とで観察した。観察した上器は破片

であるため、同一個体を 2試料以上の観察試料としている可能性もある。観察事項は、砂礫

種とその粒形・粒径・ 量・色である。また、石英と角閃石については、粒形から他形と自形

の区分をした。粒形は角、亜角、亜円、円の 4段階で表した。雲母については、板状と粒状

に区分した。火山ガラスは貝殻状、東状、筒状、フジツボ状に区分した。粒径はlnln単位で表

した。量は、ごくごく僅か、ごく僅か、僅か、中、多い、非常に多いの 6段階で表した。

2.砂礫 について

土器の表面に見られる砂礫種は、花商岩、閃緑岩、流紋岩、砂岩、泥岩、チャー ト、片岩、

火山ガラス、石英、長石、黒雲母、角閃石である。

花南岩 :色は灰白色である。粒形は角、粒径が 0.5 mlll～ 8 mmである。造岩鉱物のかみ合わせ

閃緑岩

流紋岩

砂 岩

は、石英・長石、石英・ 長石・黒雲母である。

色は灰色である。粒形は角、粒径が 0.5 mm～ l mmである。造岩鉱物のかみ合わせは、

石英・角閃石である。

色は白色である。粒形は角、亜角、亜円で、粒径がとmm～ 8 mmである。石英の斑晶

が認められるものがある。石基は破璃質である。

色は灰色、暗灰色である。粒形は亜角、亜円で、粒径が 0.5 mm～ 1.5 mmで ある。構

成砂粒は細粒である。

泥 岩 :色は灰白色、暗灰色である。粒形は亜角、亜円で、粒径が 0.5 1nln～ 1.5 nmである。

チャート:色は灰色、黒色、茶褐色である。粒形は亜角、亜円で、粒径が 0,5 mm～ 7 mlnであ

る。

片 岩 :色は灰色である。粒形は亜円、粒径が 0.5 mm～ 1■mである。石実質片岩、泥質片岩

である。

火山ガラス :色は無色、黒色で、透明である。粒形は筒状、貝殻状、フジツボ状で、粒径が

0.2 nm～ l mmである。

石 英 :色は無色、赤褐色で、透明である。粒形は角、粒径が 0。 2 mm～ 3 mmである。複六角

錐をなす場合、三角形の結晶面が見られる場合がある。

長 石 :色は無色、自色で、透明である。粒形は角、粒径が 0.2 mm～ 5 1nlnである。
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黒雲母 :色は黒色、金色で、金属光沢がある。粒形は板状、粒径が 0.2 mm～ 3 mmである。

角閃石 :色は黒色である。粒形は角で、粒状、柱状である。粒径は0.2 mm～ 5 mmである。柱

状を示す角閃石には、結晶面で囲まれている場合、一部に結晶面が認められるもの

がある。

3.類 型 区 分

土器の表面にみられる砂礫種構成をもとに I類型～Mll類型に区分した。表面に見られる砂

礫の少ないもの、油煙等が付着して観察不良のものを区分不能とした。

流紋岩質岩起源の砂礫を主とし、砕層岩が含まれ、自形の角閃石が認められる

自形の石英が認められ、花蘭岩類起源の砂礫からなる

流紋岩質岩起源の砂礫を主

流紋岩が認められなく、自

流紋岩が認められなく、自

流紋岩が認められなく、自

花南岩類起源の砂礫を主とし

花南岩類起源の砂礫を主とす

とする

形の石英がごくごく僅かに含まれる

形の石英がごく僅か～僅かである

形の石英が中である

、砕肩岩が含まれ、自形の石英が認められる 一

る

砂礫が少ないもの

I 類型

正 類型

Ⅱa類型

Ib類型

Ic類型

Ⅱd類型

Ⅲ 類型

Ⅳ 類型

Ⅳ a類型

Ⅳb類型

V 類型

Va類型

Vb類型

Ⅵ 類型

められる

Ⅶ 類型

Ⅶ a類型

Ⅶ b類型

Ⅷ 類型

区分不能

砕肩岩が認められない

砕肩岩が認められる

花南岩類、斑掘岩類起源の砂礫からなり、角閃石が比較的多い

角閃石に結晶面が認められない

角閃石に結晶面が認められる

花南岩類、斑橋岩類起源の砂礫を主とし、

花南岩類、斑橋岩類起源の砂礫を主とし、

自形の石英が僅かに認められる 一

自形の石英、結晶面のある角閃石が認

自形の石英が比較的少ない

自形の石英が比較的多い

I類型～Ⅶ類型のいずれにも属さないもの

表面に油煙等が付着して観察が不良のもの、

4.類 型 の 特 徴

各類型の特徴について述べる。

I類型 :構成砂礫種は、鉱物片として、花南岩、流紋岩、砂岩、泥岩、チャート、片岩、火

山ガラス、鉱物片として、石英、長石、雲母、角閃石である。花南岩は粒形が角で、量
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がごく僅かである。流紋岩は粒形が角、亜角、円で、量がごくごく僅かである。砂岩は

粒形が亜角、亜円で、量がごくごく僅か～僅かである。チャートは粒形が亜角、亜円で、

量がごくごく僅か～僅かである。片岩は粒形が亜角、亜円で、量がごくごく僅かである。

火山ガラスは貝殻状、フジツボ状で、量がごく僅かである。石英は量が中～多いである。

自形の石英が多い場合とごくごく僅か～僅かの場合とがある。長石は僅かである。雲母

は板状で、量がごくごく僅かである。角閃石は量がごくごく僅か～ごく僅かである。自

形の角閃石はごく僅か～非常に多い場合まである。

I類型 :構成砂礫種は、岩石片として、花南岩、流紋岩、チャート、火山ガラス、鉱物片と

して、石英、長石、黒雲母、角閃石である。花蘭岩は粒形が角で、量がごくごく僅かで

ある。流紋岩は粒形が角、亜角で、量がごくごく僅か～僅かである。チャー トは 1試料

にのみ認められ、粒形が亜角、量がごくごく僅かである。火山ガラスは貝殻状、筒状で

量がごくごく僅か～僅かである。石英は量が僅か～多いであり、自形を示すものはごく

ごく僅か～多いである。長石は量がごくごく僅か～ごく僅かである。黒雲母は量がごく

ごく僅か～僅かである。角閃石は量がごくごく僅か～僅かである。

Ⅲ類型 :構成砂礫種は、岩石片として、花南岩、砂岩、チャート、鉱物片として、石英、長

石、黒雲母、角閃石である。花蘭岩は粒形が角で、量がごくごく僅かである。砂岩は 1

試料にのみ認められ、粒形が亜角、量がごくごく僅かである。チャートは粒形が亜角で、

量がごくごく僅かである。石英は量が中で、自形をなすものはごくごく僅か～中である。

長石はごく僅か～中である。黒雲母は板状で、ごくごく僅か～ごく僅かであ。角閃石は

量がごくごく僅か～ごく僅かの場合と多い場合とがある。

Ⅳ類型 :構成砂礫種は、岩石片として、花南岩、閃緑岩、流紋岩、チャート、火山ガラス、

鉱物片として、石英、長石、黒雲母、角閃石である。花南岩は粒形が角で、量がごくご

く僅か～ごく僅かである。閃緑岩は僅か 1試料にのみ認められ、粒形が角で、量がごく

ごく僅かである。チャー トは粒形が角で、亜角で、量がごくごく僅かである。石英は量

が僅か～多いである。長石は量がごくごく僅か～多いである。黒雲母は板状で、量がご

くごく僅か～ごく僅かである。角閃石は量がごくごく僅か～僅かである。

V類型 :構成砂礫種は、岩石片として、花商岩、火山ガラス、鉱物片として、石英、長石、

黒雲母、角閃石である。花蘭岩は粒形が角で、量がごくごく僅かの場合が多 く、僅かの

場合もある。火山ガラスは 2試料にのみ認められ、粒形が貝殻状、量がごくごく僅かで

ある。石英と長石は量がごくごく僅か～僅かである。稀に中の場合もある。黒雲母は板

状で、量がごくごく僅か～僅かである。角閃石は量が中～非常に多いである。Vb類型
に属する試料中の角閃石には結晶面が認められるものが、ごくごく僅か～僅かに含まれ
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る。

Ⅵ類型 :構成砂礫種は、岩石片として、花蘭岩、鉱物片として、石英、長石、黒雲母、角閃

石である。花南岩は粒形が角で、量がごくごく僅か～中で、自形の石英がごくごく僅か

～僅かの場合と多い場合とがある。長石は量がごくごく僅か～僅かである。黒雲母は板

状で量がごくごく僅か～僅かである。角閃石は量が中～非常に多いである。

Ⅶ類型 :構成砂礫種は、岩石片として、花商岩、火山ガラス、鉱物片として、石英、長石、

黒雲母、角閃石である。花蘭岩は粒形が角で、量がごくごく僅かである。火山ガラスは

貝殻状、筒状で、量がごくごく僅かである。石英は量がごくごく僅か～中で、自形を示

すものがごくごく僅か～多いである。長石は量がごくごく僅か～僅かである。黒雲母は

板状で、量がごくごく僅か～中である。角閃石は量が多い～非常に多いであり、結晶面

があるものはごくごく僅か～ごく僅かである。

5,砂 礫の採取地

当遺跡を中心にして近距離で、土器胎土中の砂礫種構成と同じ砂礫種構成を示す場所を求

める。

恩智遺跡の西方には河内平野が開け、大和川が運んで来た砂礫からなる沖積層が分布する。

東方には生駒山地があり、花南岩類からなる岩石が分布するとされていた。最近、恩智神社

付近に、斑橋岩がごく小範囲に分布することが米田敏幸氏により指摘されてきた。遺跡が位

置する「天王の杜」南側の砂礫は花南岩類起源の砂礫を主とし、僅かに角閃石が認められ、

砕層岩が認められない。大和川の砂礫は、花向岩類起源の砂礫を主とし、砕肩岩がごくごく

僅かに認められる場合もある。大和川の砂礫種構成と一致または酷似するものはⅣ類型に属

する土器の砂礫構成である。恩智神社北方の斑橋岩の媒乱砂には花南岩類起源の砂礫が僅か

に加わったものがあり、V類型に属する土器の砂礫種構成に酷似または類似する。 I類型に

属する土器の砂礫種構成は、流紋岩質岩起源の砂礫を主とし、砕暦岩が含まれ、角閃石に自

形が認められることから、鳥取市千代川下流域の砂礫種構成に一致または酷似する。工類型

に属する土器の砂礫種構成は流紋岩質岩起源の砂礫を主とし、花南岩類起源の砂礫が含まれ

ることから、花南岩類の分布地域で、流紋岩質岩が広く分布している地域の砂礫種構成であ

ると推定される。このような条件に合う地域としては、奈良県宇陀郡の大宇陀町や蒐田野町

付近に広く分布する室生火山岩の分布地近くが推定される。

他の類型については砂礫の採取地を推定しがたいが他地域の砂礫種構成である。

砂礫の採取地付近が土器の製作地であるとすれば、Ⅳ類型とV類型に属する土器は恩智付

近で製作されたものであり、 I類型に属する土器は鳥取市千代川下流域から、Ⅱ類型に属す

る土器は大宇陀町から兎田野町にかけての付近から運ばれたものであると推定される。
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籐 醐
土 く

器
種
不
明

(大
洞
系
)

L―
稀 角

稀 角

稀 角

微 角

M稀 亜
角

M稀 亜
角

M―
微
M―
多

稀 板

稀 板

M―
微
S―
微

無
Ⅳ
b

第
5層

26
4
器
種
不
明

(大
洞
系
)

卜
稀 角

稀 円

」 ． 　 亜

L稀 亜
角

M稀 亜
角

M―
中
M―
多
M稀

稀 板

微 板

S―
稀

無
Ⅳ
b

第
2層

壼
 (
弥
生

中
期
)

稀 角

稀 角

稀 角

Ｓ ． 亜

M―
微
M―
中
M―
焔
静
M―
多
稀 板

稀 板

S微
無
IV
 b

土
器
集
積

(S
W)
1

深
  
 
鉢
稀 角

と
稀
M―
局
帯

洋
中 板

L一
僅 板

M僅
無
Va

積 １
籐 醐
土 く

深
  
 
鉢
L一
稀 角

S―
稀
L稀

S―
僅
卜
僅
M―
多

無
Va

土
器
集
積

(S
W)
1

浅
  
鉢

微 角

L―
稀
M―
稀
M
稀
し―
稀 板

M―
微 板

M―
稀
M―
多

無
Va

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
〉

M稀
M―
稀
M―
微
S
稀
M―
僅 板

M―
僅 板

M僅
M―
)F

無
Va

土
器
集
積

(S
Wl
 i

器
種
不
明

(大
洞
系
)

恒 角

M―
稀 角

L稀
M―
僅

M―
稀 板

S―
稀 板

L多
無
Va

土
器
集
積

(S
め
1

20
5
器
種
不
明

(大
洞
系
)

M稀
M―
稀

M稀
S僅

板

眸
微
S多

無
Va

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

L稀

角

し
―
稀
し
中
M微

M―
微

稀 板

M僅
L―
多

無
Va

第
5層

深
  
鉢
稀 角

M―
徴
M稀

稀 板

M―
稀 板

L中
無
Va



― ド 〕 ０ １

出
上
位
置
物 号

遺 番
器

種

］ 石
石

鉱
物

焼 上 塊

類
  
型

第
5層

深
鉢
M稀

角

S稀

員

M―
稀
M―
稀
L稀

M―
微
M―
稀 板

M僅

板

M中
し
い 多

無
Va

第
5層

器
種
不
明

(原
下
層
式
)

M―
僅

M稀

板

M微

板

卜
中
Il
多

無
Va

第
4層

深
鉢
L―
稀 角

M稀

角

卜
微
S僅

L―
僅
卜
微
M微

板

S稀

板

L僅
S中

催 ヽ
Va

第
4層

深
鉢
M稀

角

L―
微
L―
微
M―
稀
M稀

M―
微 板

H微

板

卜
中
M―
多

霊 ¨
Va

第
1層

深
  
鉢

(長
原
式
〉

L―
稀 角

M稀

角

し
い 稀

M稀
L―
中 板

L僅

板

L多
し
― 多

無
Va

第
4層

深
鉢
L微

角

L一
稀 角

ll
稀
し
―
僅
M僅

L一
微
M微

板

昨
僅
M―
中

照
Va

第
4層

器
種
不
明

(大
1同
系
)

M稀

角

S稀
Il
稀
M僅

板

M微

板

肝
微
M―
多

無
Va

第
4層

器
種
不
明

(大
洞
系
)

S稀
S―
稀

M一
多
M―
プ 停

無
Va

第
4層

器
種
不
明

(大
洞
系
)

卜
稀 角

M稀
L僅

L―
稀
M―
僅
M微

L―
多
L一
多

錘 ト
Va

第
2層

32
4
深
鉢
 (
原

下
層
式
)

稀 角

M―
稀
S稀

M―
微 板

M中

板

S―
多

無
Va

第
2層

壺
 (
弥
生

中
期
)

し―
微 角

L稀

角

し―
稀
M―
僅

M稀
M中

粒

S微

板

M多
無
Va

第
2層

重
 (
弥
生

中
期
)

L―
優 角

M―
微
S―
稀
M僅
S稀

S―
僅 板

M―
中
S―
多

無
Va

土
器
集
積

(S
W)
1

深
鉢
し
稀 角

M僅
S稀

M―
微 板

S稀

板

卜
中
M―
多

E微
無
Vb

土
器
集
積

(S
W)
1

深
鉢
L一
稀 角

M―
微
L―
微

S
―
稀
M僅

板

S僅

板

肝
中
S多 E稀

無
Vb

土
器
集
積

(S
W)
 1

深
鉢
し
稀 角

M稀

角

昨
稀
L―
恒
M稀

M僅

板

M―
微 板

昨
中
S多 E稀

無
Vb

土
器
集
積

(S
W)
1

深
鉢

M稀
M―
稀
S―
稀
優 板

S微

板

M―
中
S―
多

E僅
無
Vb

土
器
集
積

(S
W)
1

鉢
深

L稀

角

M稀
M稀

S稀
微 板

M儀

板

M中
M多 8微

無
Vb

上
器
集
積

(S
W)
1

浅
  
鉢

(大
洞
系
)

S―
稀
M稀

‖
微 板

微 板

昨
中
S多 E微

経
Vb



石

チ
ャ
ー
ト
片

30
倍
裸
眼

― 慧 ヽ ―

M―
僅
IM
僅
IM
僅
IM
中



― 慧 湧 ―

出上
位置
|ど
 
攣
1器

焼
i

上
1類

土
器
集
積
| 
ぃハ̂
1器
種
不
明
| 
 |
‖
Th

(S
W)
1 
1 
~マ
 |
〈
大
洞
系
)|
  
 1
 
角



― ド 囀 Φ Ｉ

出
上
位
置
物 号

遺 番
器
  
種

” 石
石

聖
 
聖
 
三
十四
 
径
 
三
十塗
 
笙
 
童
1聖
  
 =
1堡
  
 =
1上
主
T卜
1片
  
 
岩
1火
山
ガ
ラ
ス

焼 土 塊

類
 
型

保
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
模
眼
30
借
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
操
眼
30
倍
操
眼
80
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍

第
5層

26
0
器
種
不
明

(大
洞
系
)

L一
稀 角

M稀

角

稀 角

し ． 亜

L―
稀
M―
稀
M―
お語
M‐
稀
僅 板

M―
微 板

M―
中

無
Ⅷ

第
4層

28
7
深
  
鉢
L―
稀 角

L稀

角

L―
稀
L多 E僅

M―
微
M―
稀
稀 板

S‐
微 板

S僅 B微
無
Ⅷ

第
4層

器
種
不
明

(大
洞
系
)

稀 角

M―
稀 角

稀 角

Ｍ
一 　 亜

M―
中
僅 中

b稀
M稀

微 板

稀 板

僅 稀
Ⅷ

土
器
集
積

(S
W)
1

深
  
鉢

昨
僅
中 僅

微 板

稀 板

S―
微

無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

浅
  
鉢

M稀
M―
稀

無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

浅
  
鉢
稀 角

稀 角

稀 員

M―
微
M僅

M―
微
M―
種
稀 板

稀 板

M―
微
稀 微

無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

浅
  
鉢
稀 角

稀 角

M―
稀

S―
稀
稀 板

S―
微 板

M―
微
M―
中

熙
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

L―
微
中 微

S―
稀

無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

稀 角

M―
稀

微 板

稀 板
無
区
分
不
能

積 １
繰 帥
土 く

器
種
不
明

(大
洞
系
)

稀 角

稀 貝

微 稀

M―
稀 板

峨 板

M―
微
M―
僅

無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

稀 角

稀 角

Ｍ ． 亜

昨
稀
中 僅

M―
微

M―
稀
S―
稀

無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
IV
〉
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

卜
稀

稀 板
無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

稀 角

稀 角

し ． 　 亜

M―
稀
M―
微
M―
稀

微 板

稀 板
無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

M―
僅
M微
‖
‐ 微
M―
稀

無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

M―
僅
M―
僅

微 板

S―
稀

無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

稀 角

M僅
M―
微
M
―
僅
M―
稀
稀 板

S稀
無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

M―
稀

M稀
S―
稀

稀 板
無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明

(大
洞
系
)

S微
稀 板

S稀
無
区
分
不
能



出
上
位
置
物 号

遺 番
器

種

中 石
石

鉱
  
  
  
 

物
  
  
  
1焼

壕
語
百
藉
荘
離
耳
露
卦
暑
爾
覇
暑
橋
筆
鴇
濫
斗
岳
訂
寺
罰
養
類
  
型

土
器
集
積

(S
W)
1

器
種
不
明
M稀

角

L―
微 角

稀 筒

L微
僅 僅

微 非
無
区
分
不
能

土
器
集
積

(S
W)
1

深
鉢
(原
下

層
式
)

M稀
S―
稀
稀 板

S稀

板

M稀
M―
多

無
区
分
不
能

第
5層

器
種
不
明

(大
1同
系
)

稀 角

」 ． 　 亜

M―
微 貝

M恒
M中

M―
稀
M中
M稀

板

微 板
無
区
分
示
能

第
4層

器
種
不
明

(大
洞
系
)

稀 角

M稀
M―
稀
M―
稀
稀 板

微 板

M―
稀
M―
稀

無
区
分
不
能

第
4層

器
種
不
明

(大
洞
系
)

L微
S―
微

S―
僅

鉦
区
分
不
能

第
2層

高
郭
(弥
生

中
期
)

稀 角

微 稀

M稀
M多

卜
稀
M―
稀

無
区
分
不
能

第
6層

の
砂
礫

僅 角

僅 角

L―
多
L―
多
L―
中
L―
中
微 板

僅 板

M微
S僅

恩
智
神
社
北
方
の
崖
の
砂
礫

M僅
M中

L一
多
L―
多

斑
橋
岩
の

粒
有
り

落
ち
込
み
(S
O)
1の
埋
土
L稀

角

hl
多
L多
M多
M
優
僅 板

僅 板

し
稀
僅 稀

― ド ∞ ｏ ｌ

裸
眼
=裸
眼
観
察
  
裸
眼
に
よ
る
観
察
:L
=粒
径
2 
mm
以
上
  
M=
粒
径
2 
mm
未
嵩
05
以
上
  
S=
泣
径
0 
5m
m未
満

稀
=量
が
ご
く
ご
く
僅
か
  
30
倍
=実
体
鏡
の
借
率
が
30
倍
  
実
体
鏡
に
よ
る
観
察
:L
=粒
径
l 
mm
以
上
  
M=
粒
径
l 
mm

同
じ
  
―
=以
下
の
粒
径
が
あ
る
。
  
E‐
自
形
あ
る
い
は
結
晶
面
の
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
  
W=
白
雲
母
が
含
ま
れ
る

非
=量
が
非
常
に
多
い
  
多
=量
が
多
い
  
中
=
量
が
中

未
満
0 
5m
m以
上
  
S=
粒
径
0 
5m
m未
満
0,
2 
mm
以
上

板
=板
状
 
貝
=員
殻
状

僅
=量
が
僅
か
 
微
=量
が
ご
く
僅
か

SS
=粒
径
0 
2m
m未
満
  
量
は
裸
眼
に



図
　
版
　

ｌ

「 天王の杜 」風景 (北東から )、 石柵の向こうが調査地

調査地 調査前全景 (北から )



図

　

版

　

２

落ち込み (SO)1検 出状況 (北から )

霧 :「
イ
■す鯵

″

鯵
甥

甥

第 6層土器集積検出状況 (北から )

れ転



紗
図
　
版
　
３

撃
ヤ

魏

Ⅷ
上

第 4層上面遺構検出状況 (北から )

ゑ

|け

第 3層上面遺構検出状況 (北から )



図
　
版
　

４

第 6層 ニホンジカ下顎骨 (右 )出土状況 (南から )

第 6層 獣骨 (種不明椎骨破片 )・ 土器出土状況



図
　
版
　
５

第 6層 獣骨 (イ ノシシ環椎 )出土状況

第 6層 獣骨 (種不明 )出土状況



図
　
版
　

６

第 6層 獣骨 (ニ ホンジカ頭骨 )出土状況

第 6層 獣骨 (種不明肋骨・四肢骨祓片 )出土状況



°
鷺蠍‖‖縦

と
　
郵
　
国



図
　
版

　
８



６
　
郵
　
国



0モ

郵

国



Ｈ
　
郵
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国
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郵

国
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国
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国
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郵
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郵
　
国
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図
　
版
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悦―‰

第 6層  出土石器

第 6層  出土石器



臨 ぶ Aな
範 5層 出土石器

え

　

暮

愈

∝

第 5層 出土石器



第 5層 出土石器

娃
―
娃|ゑ1蟻1轟

基畠姦占■

第 4層 出土石器



ゞ

一一一．一一・一一一一一・一一一一・一一・一一一一一一一一・一・．・・一一・一・一一一一一一一・‰ け|IⅧI∞IⅧI

ⅧIⅧI¨||♭ⅧI悦

第 4層 出土石器
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S01・ SP 7 出土石器

け
に
扱

第 2層 出土石器






